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子育て教育

雇用・産業

平成28年度
施政方針と予算

“笑顔かがやき  心かよう  美しいまち”

　平成 28 年度は、第５次白鷹町総合計画の後期基本計
画並びに白鷹町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及
び総合戦略に基づくまちづくりの２年目を迎えるととも
に、新たな白鷹町過疎地域自立促進計画がスタートする
年です。人材育成をベースに、「子育て教育」、「雇用・
産業」、「地域」、「防災」の４つの柱を重点として、さら
に各種計画と連動した施策を展開します。

１   

施
策
の
柱
「
子
育
て
教
育
」

■
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
…
医
療
費

の
自
己
負
担
額
を
無
料
と
す
る
「
し
ら
た
か

元
気
っ
子
事
業
」
は
、
対
象
年
齢
を
高
校
３

年
生
相
当
ま
で
拡
充
し
ま
す
。引
き
続
き「
多

子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業
」
や
小
学
校
に
新

入
学
す
る
児
童
を
持
つ
保
護
者
へ
の
お
祝
い

品
を
贈
る
「
白
鷹
子
育
て
応
援
事
業
」
を
継

続
し
、
あ
ら
と
保
育
園
と
よ
つ
ば
保
育
園
が

４
月
か
ら
開
所
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
対
応
や
「
す
こ
や
か
鮎
っ
子
養
育

事
業
」
を
拡
充
し
ま
す
。

■
教
育
の
充
実
…
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

平
成
29
年
度
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の

新
入
学
を
祝
い
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽

減
と
町
内
事
業
所
の
活
性
化
の
視
点
も
踏
ま

え
、
新
入
学
児
童
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
生
活
支
援
員
の
配
置
に
よ
る
個
々
の

児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
の
充
実

と
、
教
育
相
談
員
の
配
置
に
よ
る
い
じ
め
・

不
登
校
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
は
、
荒
砥
小
学
校
の
児

童
数
増
加
及
び
老
朽
化
対
策
と
し
て
大
規
模

改
修
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
共
同
調
理
場
の

調
理
・
配
送
等
業
務
を
民
間
業
者
に
委
託
し
、

地
産
地
消
に
努
め
な
が
ら
、
安
全
安
心
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

■
白
鷹
人（
し
ら
た
か
び
と
）の
育
成
…
荒
砥

高
校
に
つ
い
て
は
、
新
入
生
応
援
事
業
や
介

護
職
員
初
任
者
研
修
、
教
育
支
援
員
の
配
置

等
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
白
鷹

高
等
専
修
学
校
の
教
育
体
制
充
実
に
向
け
、

置
賜
管
内
各
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
し

ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
５
か
年
計
画
と
な
る
白
鷹
町
生
涯
学
習
振

興
計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
白

鷹
学
講
座
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催
や

家
庭
教
育
推
進
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
白
鷹
町
武

道
館
の
供
用
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
東
陽

グ
ラ
ン
ド
駐
車
場
整
備
事
業
に
向
け
た
用
地

の
先
行
取
得
を
行
い
ま
す
。
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の

開
催
に
向
け
て
、
会
場
を
改
修
し
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
、
伝
承
に
つ
い
て
は
、
国

の
重
要
文
化
財
で
あ
る
観
音
寺
観
音
堂
の
屋

根
改
修
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
芸
術
祭
の
開
催

や
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む
と
連
携

し
、「
梅
津
五
郎
芸
術
賞
」
第
２
回
全
国
絵
画

公
募
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
複
合
施
設

で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

青
少
年
国
際
交
流
事
業
や
、
若
者
定
住
、

Ｕ
タ
ー
ン
、
婚
活
な
ど
の
一
助
と
な
る
よ
う

一
定
の
年
代
が
集
う
学
年
単
位
の
交
流
会
に

対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
た
め
「
婚
活
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

２   

施
策
の
柱
「
雇
用
・
産
業
」

■
農
業
の
振
興
…
農
業
者
の
経
営
が
安
定

し
、
農
業
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
産

業
と
な
る
よ
う「
白
鷹
町
農
業
再
生
協
議
会
」

を
中
心
に
、
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
は
、
作
成
し
て

い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
話
し
合
い
を

基
に
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
対
応
に
努
め

ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
耕
畜
連
携
の
推

進
、
担
い
手
の
育
成
支
援
に
つ
い
て
は
、「
白

鷹
町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
支
援
は
、「
白
鷹
町
新
規

就
農
者
受
入
協
議
会
」
を
中
心
に
、
町
外
か

ら
の
就
農
希
望
者
の
受
入
を
積
極
的
に
推
進

し
、
新
た
に
、
住
宅
取
得
の
支
援
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

安
心
で
安
全
な
農
産
物
の
提
供
で
は
、「
白

鷹
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
食
育
・
地
産
地
消
の
取
り
組
み
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
は
県
営
事
業
を
継
続
実
施

す
る
ほ
か
、「
た
め
池
」
等
の
整
備
、
農
業
・

農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
「
日

本
型
直
接
支
払
制
度
」の
活
用
を
進
め
ま
す
。

■
森
林
・
林
業
の
再
生
…
「
育
て
る
林
業
」

か
ら
「
使
う
林
業
」
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、

「
白
鷹
町
森
林
・
林
業
再
生
協
議
会
」
を
中

心
に
関
係
事
業
者
と
連
携
し
て
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

基
盤
整
備
で
は
、「
基
幹
林
道
白
鷹
東
部

線
」の
開
設
工
事
を
進
め
、
既
存
林
道
の
災

害
復
旧
と
継
続
的
な
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

森
林
境
界
の
明
確
化
や
松
く
い
虫
防
除
事

業
、
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
に
よ
る
住
民

参
加
型
の
森
林
整
備
・
交
流
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
地
域
産
業
の
振
興
…
白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
有
効
に
活
用
し
、
受
注
拡
大
の
支

援
を
図
り
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
中

小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
や
企
業
立
地
促
進

事
業
、
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

へ
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確
保
対
策
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

商
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
買
い
物
困
難

者
へ
の
対
応
の
調
査
・
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
商
工
会
が
実
施
す
る
商
業
活
性
化
促
進

事
業
や
建
築
需
要
促
進
事
業
を
支
援
し
ま

す
。

　

観
光
交
流
に
つ
い
て
は
、「
日
本
の
紅
（
あ

か
）
を
つ
く
る
町
の
推
進
」
を
重
点
施
策
と

位
置
付
け
「
紅
花
ま
つ
り
」「
紅
花
ｃ
ｏ
ｌ

ｏ
ｒ
ｓ
」
の
開
催
、
首
都
圏
や
仙
台
圏
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、

紅
花
摘
み
体
験
や
見
て
楽
し
む
観
光
紅
花
畑

の
整
備
、
紅
花
生
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
、

誘
客
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
、

最
上
川
・
幻
の
左
荒
線
を
核
と
し
た
白
鷹
・

朝
日
・
大
江
３
町
に
よ
る
広
域
観
光
、
農
村

体
験
を
中
心
と
し
た
教
育
旅
行
受
け
入
れ
に

力
を
入
れ
、
交
流
を
広
げ
ま
す
。

　

産
業
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
産
業
振
興
戦

略
会
議
を
中
心
に
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
Ｓ
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Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
（
シ
ラ
タ
カ  

レ
ッ
ド
）」
の
商
品
づ
く
り
を
支
援
し
、
情
報

発
信
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
農
工
商
観
連
携

を
推
進
す
る
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

■
環
境
保
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
…
環
境
保

全
の
取
り
組
み
は
、
環
境
保
全
、
環
境
美
化
、

環
境
教
育
活
動
な
ど
に
携
わ
る
団
体
や
事
業

者
と
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。
太
陽
光
発
電
設
備
に
対
す
る
補
助
や
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入

に
対
す
る
補
助
を
継
続
し
ま
す
。

３   

施
策
の
柱
「
地
域
」

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
…
昨
年
４
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
の
課
題
や

そ
の
解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
い
た
だ
き
、
新
た
な
取
り
組
み
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
な

ど
も
含
め
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
定
住
条
件
の
充
実
…
道
路
交
通
網
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
新

荒
砥
橋
架
替
工
事
の
下
部
工
が
平
成
27
年
度

に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
対
策
で
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
及
び
平
成
25
年
、
26
年
７
月
豪
雨
に

よ
り
法
面
崩
落
が
発
生
し
た
地
区
の
復
旧
を

図
る
た
め
、
急
傾
斜
砂
防
自
然
災
害
防
止
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
谷
町
八
ヶ
森
線
の
歩

道
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
維
持
関
係
で
は

除
雪
経
費
を
見
込
む
と
と
も
に
、
道
路
及
び

橋
梁
の
維
持
補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
萩
野
地
区
の
地
籍
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
宅
施
策
と
し
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
や

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
支
援
を
行
い
、「
す

ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
及
び
す
ま
い
る
住
ま
い
！
若
者
定
住
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
の
実

態
調
査
、
対
策
協
議
会
の
設
置
、
危
険
空
き

家
の
除
去
に
つ
い
て
支
援
を
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
終
末

処
理
場
の
改
築
更
新
、
鮎
貝
中
継
ポ
ン
プ
場

及
び
周
辺
管
渠
の
移
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
公
営
企
業
の
健
全
運
営
に

努
め
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
布
設
工
事
等
を

実
施
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
継
続
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
の
経
営
改
善
に
向
け
た
支
援
を
、
県

及
び
沿
線
２
市
２
町
が
連
携
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

本
町
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め
に
、

移
住
相
談
窓
口
の
設
置
や
情
報
発
信
な
ど
ふ
る

さ
と
移
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

■
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
…
第
６
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介
護
老
人
保

健
施
設
「
認
知
症
専
門
棟
」
建
設
へ
の
融
資

支
援
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
の
保
健
サ
ー
ビ

ス
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、
生
活
全
般
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な

く
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
認
知
症
に
対
す
る
支
援
、

元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
、
介
護

予
防
及
び
介
護
が
必
要
な
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
29
年
度
開

始
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

実
施
に
向
け
、
介
護
予
防
教
室
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
人
工
透
析

通
院
交
通
費
助
成
事
業
の
拡
充
を
図
り
通
院

費
用
の
負
担
軽
減
を
行
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
第
２
次
健
康
増

進
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
病
予
防
と
健

康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

各
種
検
診
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
子
ど

も
の
健
康
づ
く
り
健
診
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
健
診
や
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
特
典
が
受

け
ら
れ
る
「
し
ら
た
か
健
（
け
ん
）
紅
（
こ

う
）
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
を
実
施
し
、
健
康

づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
婦
健
診
や
乳
幼

児
健
診
で
の
発
達
相
談
及
び
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク

ラ
ス
開
催
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
器
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
医
療
用
画
像
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
入
院
環
境
の
整
備

を
行
い
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。４   

施
策
の
柱
「
防
災
」

■
安
全
・
安
心
の
確
保
…
地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
の
防
災
訓
練
等
の
防
災
活
動
に
対
す
る
支

援
に
努
め
ま
す
。

　

防
災
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
西
置
賜

行
政
組
合
消
防
署
白
鷹
分
署
の
整
備
に
対
し

て
建
設
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
し
て
活
用
を
予
定
す
る
防
災

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
及
び
庁
舎
の
整
備
は
、

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
整
備
事
業
と
し
て
実

施
設
計
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
用
緊
急
車
輌
の
配
備
や
有
蓋

貯
水
槽
、
消
火
栓
な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
多
積
雪
地
区
に
対
し
て
は
、
除

排
雪
資
機
材
の
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
路
面
表
示

や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
整
備
、
交
通
安
全

教
室
の
開
催
や
街
頭
啓
発
活
動
の
実
施
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

防
犯
活
動
に
お
い
て
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
や
通
学
路
点
検
、
防
犯
灯
の
設
置
な

ど
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。５   

行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
着
実
な
実
施

と
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
の
た
め

の
組
織
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
、
跡
地
活
用
に
向

け
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
跡
地
利
用
は
、
旧
西

中
学
校
は
社
会
福
祉
施
設
用
地
と
し
て
、
旧

鷹
山
小
学
校
は
障
が
い
者
の
就
労
継
続
支
援

事
業
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
提

供
施
設
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
両
施
設
と
も

雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
、
公
益
的
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
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　　　　　 12億5,151万円（前年度比＋25.2％）

　　　　　 →町民一人あたり8万5,567円　

デマンド型交通運行事業　  　　　　 1,429万円

フラワー長井線対策費　　  　　　　 1,651万円

ふるさと移住応援プログラム　　　　　 200万円

荒砥高等学校活性化事業　　  　　　　 630万円

地方創生戦略推進事業　　　　　　　　　39万円

空き家対策事業　　　　　　  　　　　 186万円

青少年国際交流事業　　　　　　　　　 576万円

地域おこし協力隊事業　　  　　　　 3,131万円

地区コミュニティセンター費 　　　  8,905万円

まちづくり複合施設整備事業　　　1億7,017万円

　　　　   20億4,780万円（前年度比＋5.6％）

　　　　　 →町民一人あたり14万11円　

臨時福祉給付金等給付事業 　 　　　 1,859万円

障害者自立支援給付事業  　  　　2億8,533万円

人工透析通院交通費助成事業 　　　　　139万円

介護老人保健施設建設事業（地域総合整備資金貸付事業）

　　                        　　1億1,600万円

しらたか元気っ子事業　　　  　　　 2,704万円

多子世帯子育て応援事業　  　　　　 1,783万円

すこやか鮎っ子養育事業　　　　　　　　20万円

婚活サポート事業 　　　　　　　　　　233万円

白鷹子育て応援事業　　　　　　　　　 361万円

放課後児童健全育成事業 　　　　　　2,670万円

　　　　　 4億9,262万円（前年度比▲18.2％）

　　　　　 →町民一人あたり3万3,681円　

人間ドック事業　　　　  　　　　　 1,850万円

しらたか健紅マイレージ事業　　　　　　22万円

妊婦健康診査事業　　　　　　　　　　 915万円

ニコニコマタニティライフ応援事業　　 300万円

特定不妊治療費助成事業　　　　  　　 110万円

再生可能エネルギー推進事業　　  　　 150万円

　　　　　 6億8,006万円（前年度比＋9.3％）

　　　　　 →町民一人あたり4万6,497円　

中山間地域水田農業活性化事業　　　　 682万円

戦略的園芸産地拡大支援事業　  　　 1,528万円

農業基盤整備促進事業　　　　　　　 1,400万円

川戸・金剛地区ため池整備事業　　　　  560万円

萩野地区農地環境整備事業　　　　　 2,413万円

五反田・上の台地区緊急農村防災対策事業    450万円

新規就農総合支援事業　　　　   　　2,106万円

地域農業活性化センター推進事業　　　 156万円

森林・林業再生事業　　　　　　　    　100万円

森林・林業再生基盤づくり交付金事業　1億30万円

 

　　　　　 1億7,772万円（前年度比▲21.3％）

　　　　　 →町民一人あたり1万2,151円　

専門家派遣支援事業　　　　　　  　 　160万円

買い物環境調査事業　　　   　　　　　 30万円

日本の紅（あか）をつくる町推進事業　　　36万円

観光拠点施設連携推進事業　　　　　　 742万円

商業活性化促進事業　　　　　　　　　 300万円

建築需要促進事業　　　　　　　　　　 500万円

農工商観連携推進事業　　　　　　　　 422万円

６次産業化支援事業              　　 201万円

白鷹サテライトオフィス設置事業　 　　417万円

　　　　　 7億2,275万円（前年度比▲2.1％）

　　　　　 →町民一人あたり4万9,415円　

安全対策事業（町道・橋梁）　　　　　  5,295万円

除雪機整備事業　　　　　　　　　　　 452万円

道路改良事業　　　　　　  　　　  1億756万円

「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト 355万円

住宅耐震化促進事業　　　　　 　　　1,505万円

すまいる住まい！若者定住サポート事業 1,390万円

　　　　　 3億3,759万円（前年度比▲3.3％）

　　　　　 →町民一人あたり2万3,082円　

消防用緊急車両購入事業　　　　  　　 765万円

防火水槽新設事業　　   　　　　　　　990万円

消火栓設置事業　   　　　　　　　　　273万円

災害に強い地域づくり支援事業　  　　 220万円

地域防災活動強化支援事業　　　  　　 161万円

　　　　　 8億8,073万円（前年度比▲16.8％）

　　　　　 →町民一人あたり6万217円　

学校生活支援員配置事業　　　   　　1,736万円

新入学児童ランドセル贈呈事業　　　　 403万円

スクールバス車庫整備事業　　　　　 9,987万円

荒砥小学校大規模改修事業　　　　　 5,271万円

学校給食調理等業務委託事業　　　　 6,063万円

放課後子どもプラン推進事業　　  　　 145万円

学校支援地域本部事業　　　　　 　　  152万円

こども芸術文化活動事業  　　　　　　　50万円

梅津五郎記念事業　　　　　　　　　　　50万円

平成29年度全国高校総体開催準備事業 　　55万円

ソフトボール場・野球場改修事業 　　1億7,868万円

　　　　　 8億3,011万円（前年度比＋4.8％）

　　　　　 →町民一人あたり5万6,756円　

　　　　　 2億3,611万円（前年度比▲23.6％）

　　　　　 →町民一人あたり1万6,143円　

議会費　　　　　　　　　　   　　　9,760万円

労働費　　　　　　　　　　　  　　 2,701万円

災害復旧費（豪雨災害復旧対応等）　　 1億80万円

諸支出金  　　　　　　　　    　　    70万円

予備費                        　　 1,000万円

平成 28 年度  施政方針と予算

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
概
要

総務費

民生費

衛生費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他
農林水
産業費

国の補正予算に対応した主な事業
（平成27年度明許繰越事業）

荒砥小学校大規模改修事業　　1億8,000万円

フラワー長井線沿線「稼ぐ力」創造事業 

　　　　　　　　　　　　　　　 1,950万円

地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業

　                             2,414万円

子ども子育て支援システム改修事業 103万円

地域コミュニティ共創プロジェクト事業

                               1,650万円

年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業

                               5,686万円

担い手確保・経営強化支援事業   2,459万円

「日本の紅をつくる町」連携推進事業

                               3,050万円
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歳出予算 歳入予算

任 

意 

的 

経 

費

義 

務 

的 

経 

費

依 
存 

財 

源

自 

主 

財 

源

平
成
28
年
度

町税内訳 金額 構成比

町民税 4億9,117万円  6.4％

固定資産税 4億8,599万円  6.3％

軽自動車税 4,470万円  0.6％

たばこ税 6,561万円  0.8％

入湯税 400万円  0.1％

都市計画税 3,683万円  0.5％

県支出金 9.5％
7億2,758万円

□各会計予算を前年度と比較すると

会　　計　　名 平成 28 年度予算額（Ａ）平成 27 年度予算額（Ｂ） 比　　較
（Ａ）－（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 76 億 5,700 万円 76 億 3,700 万円 2,000 万円 0.3％

特
別
会
計

十 王 財 産 区 42 万円 50 万円 ▲ 8万円 ▲ 16.0％

下 水 道 7億 4,883 万円 6億 5,393 万円 9,490 万円 14.5％

国民健康保険 18 億 4,999 万円 18 億 2,273 万円 2,726 万円 1.5％

農業集落排水 1億 6,519 万円 1億 6,173 万円 346 万円 2.1％

介 護 保 険 16 億 3,798 万円 15 億 7,712 万円 6,086 万円 3.9％

後期高齢者医療 1億 3,638 万円 1億 3,636 万円 2万円 0.0％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 3億 275 万円 3億 340 万円 ▲ 65 万円 ▲ 0.2％

資本的支出 1億 3,279 万円 1億 2,226 万円 1,053 万円 8.6％

病　院
収益的支出 11 億 7,525 万円 11 億 8,267 万円 ▲ 742 万円 ▲ 0.6％

資本的支出 1億 2,622 万円 1億 2,338 万円 284 万円 2.3％

訪問看護
ステーション

収益的支出 3,567 万円 3,774 万円 ▲ 207 万円 ▲ 5.5％

資本的支出 0万円 150 万円 ▲ 150 万円 皆減

合　　計 139 億 6,847 万円 137 億 6,032 万円 2億 815 万円 1.5％
　 ※万円未満は端数を整理しています。　　

※比較の「▲」は減少を表しています。　

一般会計

予算
総額   76 億 5,700 万円

（前年度比 0.3％増）

町民一人あたりでみると 52 万 3,520 円

その他（自主財源）内訳 金額 構成比

分担金及び負担金 5,699万円 0.7％

使用料及び手数料 4,278万円 0.6％

財産収入 798万円 0.1％

寄附金 5,000万円 0.7％

繰入金 6,339万円 0.8％

繰越金 2億2,000万円 2.9％

諸収入 1億5,041万円 2.0％

その他内訳 金額 構成比

積立金 5,324万円  0.7％

投資及び出資金、貸付金 1億5,279万円  2.0％

繰出金 10億803万円 13.2％

予備費 1,000万円  0.1％

その他（依存財源）内訳 金額 構成比

地方譲与税 9,820万円 1.3％

利子割交付金 210万円 0.0％

配当割交付金 560万円 0.1％

株式等譲渡所得割交付金 13万円 0.0％

地方消費税交付金 2億3,060万円 3.0％

自動車取得税交付金 1,560万円 0.2％

地方特例交付金 470万円 0.1％

交通安全対策特別交付金 250万円 0.0％

国庫支出金 7.4％
5億6,954万円

町債 14.0％
10億6,960万円

地方交付税 41.9％
32億1,100万円

その他（依存財源）
4.7％

3億5,943万円

その他（自主財源）7.8％
5億9,155万円

町税 14.7％
11億2,830万円

その他 16.0％
12億2,406万円

投資的経費 14.3％
10億9,205万円

補助費等 15.4％
11億8,156万円

物件費 13.2％
10億859万円

公債費 10.8％
8億3,011万円

扶助費 13.4％
10億2,759万円

人件費 14.0％
10億7,113万円

維持補修費 2.9％
2億2,191万円

地方交付税の内訳

特別交付税 3.9％
3億円

普通交付税 38.0％
29億1,100万円

  投資的経費の内訳

災害復旧事業費
0.6％

4,234万円

普通建設事業費
13.7％

10億4,971万円

“笑顔かがやき  心かよう  美しいまち”
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町　

長　
　

佐
藤　

誠
七

副
町
長　
　

横
澤　
　

浩

教
育
長　
　

沼
澤　

政
幸

【
複
合
施
設
整
備
係
】

係　

長　
　

加
藤　

和
芳

主
任
技
師（
兼
）　

小
関
源
四
郎

主　

任　
　

村
上　

博
之

【
情
報
係
】　　

係　

長　
　

芳
賀　

敦
子

主　

任　
　

橋
本
こ
ず
え　

主　

事　
　

手
塚
雄
一
朗

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

　
　
　
　
　

田
宮　
　

修

課
長
補
佐（
収
納
・
出
納
担
当
）

　
　
　
　
　

庄
司　

義
徳

課
長
補
佐（
税
務
担
当
）　

　
　
　
　
　

本
木　
　

修　

【
町
民
税
係
】　

係
長（
兼
）　

本
木　
　

修

主　

任　
　

菅
間　

伸
子

主　

任　
　

鎌
倉　

裕
美　

主　

任　
　

黒
澤　

淳
子

主　

事　
　

布
川　

和
浩

【
資
産
税
係
】　

係　

長　
　

川
部　

茂
樹　

主　

事　
　

山
口　
　

顕　

　

主
事　
　

岩
澤　

惇
平

【
収
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

庄
司　

義
徳

主　

任　
　

大
滝　

真
実

【
出
納
係
】　　

係　

長　
　

佐
藤　

順
智　

主　

事　
　

安
達　

桂
子

課　

長　
　

中
村　

裕
之

課
長
補
佐　

衣
袋　

則
子

【
戸
籍
年
金
係
】

係
長（
兼
）　

衣
袋　

則
子　

主　

任　
　

小
笠
原
紀
子

主　

任　
　

川
田　

陽
子

主　

任　
　

田
代　

裕
美

主　

任　
　

木
村　

真
弓　

　

主
事　
　
　

五
十
嵐
安
世

【
国
保
医
療
係
】

係　

長　
　

菊
地　

る
り

主　

任　
　

板
垣　

未
夏

主　

任　
　

青
木
ひ
ろ
み　

主　

任　
　

鑪　
　

典
子

主　

事　
　

佐
々
木
ま
ど
か

【
く
ら
し
環
境
係
】

係　

長　
　

高
田　
　

博

主　

査　
　

鈴
木　

直
子　

主　

事　
　

橋
本　

大
地

【
町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】　

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）  

中
村　

裕
之

セ
ン
タ
ー
次
長（
兼
）  

衣
袋　

則
子

課　

長　
　

齋
藤　

春
美

課
長
補
佐　

 　

髙
橋　

浩
之

【
福
祉
係
】　　

係　

長　
　

田
中
由
美
子

主　

任　
　

大
瀧　

陽
子

主　

任　
　

村
上　

久
美

【
子
育
て
支
援
係
】

係
長（
兼
）　

髙
橋　

浩
之

指
導
保
育
士（
兼
） 

布
施
と
も
子

主
任（
兼
）　

紺
野
久
美
子

主　

任　
　

遠
藤
由
可
理

主　

事　
　

大
滝
さ
お
り

【
介
護
保
険
係
】

係　

長　
　

高
橋　

眞
澄

主　

任　
　

紺
野
久
美
子

主　

任　
　

五
十
嵐
麻
里
子

【
健
康
推
進
係
】

係　

長　
　

髙
橋　

真
弘

主
任
栄
養
士　

木
口　

祐
里

主
任
保
健
師　

棚
村　
　

薫　

主
任
保
健
師　

大
木　

陽
子　

保
健
師　
　

大
竹　
　

恵　

保
健
師　
　

宍
戸　

茉
耶

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
】

係　

長　
　

永
沢　

照
美

主
任
保
健
師　

海
老
名
ま
ゆ
み

主　

任　
　

菅
原　

美
樹

総　　務　　課

新

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
兼
）  

棚
村　
　

薫

主
任
保
健
師　

村
上
る
み
子　

主
任
保
健
師（
兼
）  

大
木　

陽
子

保
健
師（
兼
）　

大
竹　
　

恵　

保
健
師（
兼
）　

宍
戸　

茉
耶

【
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
】　

所
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

次
長（
兼
）　

齋
藤　

春
美

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】　

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）  

齋
藤　

春
美

【
ひ
が
し
ね
保
育
園
】　

園　

長　
　

布
施
と
も
子

統
括
保
育
主
査　

川
井　

と
も

保
育
主
査　

今
野　

悦
子

主
任
保
育
士　

橋
本
三
千
子

主
任
保
育
士　

髙
橋　

和
子

課　

長　
　

齋
藤　

重
雄

農
林
主
幹　

菅
間　

直
浩

課
長
補
佐（
農
業
・
農
村
担
当
）　

　
　
　
　
　

大
木　

健
一

課
長
補
佐（
森
林
担
当
）

　
　
　
　
　

矢
萩　

洋
平

課
長
補
佐（
商
工
観
光
担
当
）　

　
　
　
　
　

吉
村　

秀
昭

【
農
業
振
興
係
】

係　

長　
　

今
野　

友
博　

主　

事　
　

小
川　

直
也　

主　

事　
　

広
川　

悠
太

【
農
村
整
備
係
】

係
長（
兼
）検
査
員  

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

小
形　

峰
樹

【
森
林
整
備
係
】

係
長（
兼
）　

矢
萩　

洋
平　

主　

事　
　

後
藤　

尚
道

主
任
運
転
手（
兼
） 

大
滝　

康
博

【
商
工
振
興
係
】

係　

長　
　

平
井　

正
秋　

主　

事　
　

新
野
健
太
郎

【
観
光
交
流
係
】

係　

長　
　

大
瀧　

勇
祐

主　

任　
　

須
田　
　

瞳　

主　

事　
　

小
林　

詩
乃

課
長（
兼
）統
括
検
査
員　

　
　
　
　
　

今
野　

秀
一

水
道
主
幹（
併
）　

松
野　

芳
郎

課
長
補
佐（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

克
仁

課
長
補
佐（
上
下
水
道
担
当
）　

　
　
　
　
　

佐
藤　

雅
志

【
管
理
係
】　　

係　

長　
　

橋
本　

秀
和

主　

任　
　

髙
橋　

綾
子

【
用
地
係
】　　

係　

長　
　

関　
　

宏
道

主　

任　
　

竹
田　

智
洋

【
土
木
係
】　　

係
長（
兼
）検
査
員  

矢
嶋　

寿
彦

主
任
技
師　

丹
野　

和
彦

主
任
技
師　

小
関
源
四
郎

主
任
技
師　

荒
生　

隼
一

主
任
運
転
手　

大
滝　

康
博

【
都
市
計
画
係
】

係
長（
兼
）　

鈴
木　

克
仁

主
任
技
師（
兼
）　 

丹
野　

和
彦

【
水
道
係
】　

係　

長　
　

長
澤
三
千
夫

【
水
道
工
務
係
】

係　

長　
　

小
口　

豊
仁

主　

任　
　

矢
羽
木　

学

【
下
水
道
係
】　

係　

長　
　

村
上　

利
晴　

主　

事　
　

齋
藤
由
加
里

【
下
水
道
工
務
係
】

係
長（
兼
）　

佐
藤　

雅
志　

技　

師　
　

菅　
　

雅
仁

事
務
局
長　

樋
口　
　

浩

【
議
事
係
】　　

  

係
長（
併
）　

橋
本　

達
也

主　

任　
　

佐
藤　

圭
子

新

新

平成28年度白鷹町職員体制（４月１日付 全職員）

※太字は異動者、（兼）は兼務、（併）は併任、  　  は新規採用職員　

新 

平
成
28
年
度
採
用
職
員

課　

長　
　

松
野　

芳
郎

課
長
補
佐　
　

長
岡　
　

聡

【
総
務
係
】　　

係
長（
兼
）　

長
岡　
　

聡

主　

任　
　

高
田　

咲
子

主　

任　
　

髙
橋　

朋
代

主
任（
併
）　

小
形　
　

守　

　

主
事　
　

沼
澤　

晃
菜

【
財
政
係
】　　

係　

長　
　

小
林　
　

裕　

主　

事　
　

中
川　

拓
也　

主　

事　
　

小
口　

将
太

【
防
災
管
財
係
】

係　

長　
　

黒
澤　

和
幸

主　

事　
　

髙
橋　

裕
東

主
任
運
転
手（
兼
）  

大
滝　

康
博

【
総
務
課
付
】　　
　

課
付
課
長　

菅
原　
　

護

［
西
置
賜
行
政
組
合
派
遣
］

保
育
主
査　

鈴
木　

智
子

保
育
主
査　

佐
藤　

敦
子

［
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
］

課
付
係
長　

鈴
木　

秀
昭

［
林
野
庁
派
遣
］

課
付
主
事　

小
谷
部　

哲

［
山
形
県
６
次
産
業
推
進
課
派
遣
］

課　

長　
　

湯
澤　

政
利

企
画
主
幹　

永
野　
　

徹

【
企
画
調
整
係
】

係　

長　
　

片
山　

正
弘　

主　

事　
　

金
子　

秀
人

主　

事　
　

小
林　
　

葵

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
】

係　

長　
　

菅
原　

保
文

主　

任　
　

後
藤　

由
香

税　務　出　納　課

健　康　福　祉　課

産　業　振　興　課

建　設　水　道　課議会事務局

企  画  政  策  課

町　民　課 企  画  政  策  課

町　民　課

健　康　福　祉　課

新
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退  

職  

者
（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
）

　

建
設
水
道
課
長
補
佐　

元
木　

康
仁

　

教
育
委
員
会
指
導
主
事　

海
老
名
智
樹

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
保
育
主
査　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
田　

範
子

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
業
務
係

　

ボ
イ
ラ
ー
技
士
兼
業
務
技
術
員　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

青
木　

俊
雄

　

町
立
病
院
技
術
主
幹　

大
道
寺　

妙

　

町
立
病
院
看
護
師
長　

金
子　

陽
子

　

町
立
病
院
看
護
師　
　

海
谷　

郁
子

　

町
立
病
院
准
看
護
師　

左
右
田
加
代
子

書
記
長（
併
）　

松
野　

芳
郎

書
記
長
補
佐（
併
）  

長
岡　
　

聡

書
記（
併
）　

小
林　
　

裕

書
記（
併
）　

黒
澤　

和
幸

書
記（
併
）　

高
田　

咲
子

書
記（
併
）　

髙
橋　

朋
代

書　

記　
　

小
形　
　

守

書
記（
併
）　

中
川　

拓
也

書
記（
併
）　

小
口　

将
太

書
記（
併
）　

髙
橋　

裕
東　

書
記（
併
）　

沼
澤　

晃
菜　

　
　事務

局
長（
併
）　

樋
口　
　

浩

係　

長　
　

橋
本　

達
也

主
任（
併
）　

佐
藤　

圭
子

事
務
局
長（
併
）　

菅
間　

直
浩

事
務
局
長
補
佐（
併
）

　
　
　
　
　

大
木　

健
一

【
農
地
調
整
係
】

係　

長　
　

大
滝　

敏
広

主　

任　
　

竹
田
雅
紀
子

教
育
次
長　

菅
原　

良
教

次
長
補
佐（
学
校
教
育
担
当
）　

　
　
　
　
　

菊
地　
　

智　

　

次
長
補
佐（
指
導
担
当
）　

　
　
　
　
　

新
野　

文
俊

次
長
補
佐（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）　

 

　
　
　
　
　

芳
賀　

和
則

指
導
主
事（
兼
）  

新
野　

文
俊

【
学
校
教
育
係
】

係　

長　
　

梅
津　

友
宏　

主　

事　
　

大
塚　

広
子　

主　

事　
　

齋
藤　

彩
香

【
荒
砥
小
学
校
】

業
務
技
術
員　

川
村　

宗
一

【
白
鷹
中
学
校
】

業
務
技
術
員　

髙
谷　

剛
司

【
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
】

係　

長　
　

齋
藤
久
美
子

主　

任　
　

竹
田　

美
紀

主　

任　
　

長
谷
川
清
美

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
】

係
長（
兼
）　  

芳
賀　

和
則

主　

事　
　

小
関　
　

見

主　

事　
　

佐
藤　

美
咲

【
就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
兼
）　

菅
原　

良
教

所
長
補
佐（
兼
）　

芳
賀　

和
則

【
中
央
公
民
館
】

館
長（
兼
）　

菅
原　

良
教

【
庶
務
係
】　　

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

主
任（
兼
）　

長
谷
川
清
美

【
図
書
館
管
理
係
】

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

主
任（
兼
）　

竹
田　

美
紀

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】

所
長（
兼
）　

菅
原　

良
教

所
長
補
佐（
兼
）　

菊
地　
　

智

【
管
理
係
】　　

係　

長　
　

舩
山　

一
浩　

　
病
院
事
業
管
理
者  

高
橋
一
二
三

院
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

副
院
長　
　

藤
島　
　

丈

副
院
長　
　

柴
田　

裕
次

●
診
療
部

【
診
療
科
】　　

内
科
医
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

外
科
医
長　

木
村　

真
五

内
科
医
師（
嘱
託
）　

芦
澤　

公
德

【
在
宅
支
援
室
】

室
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

副
室
長（
兼
）　

藤
島　
　

丈

医
師（
兼
）　

木
村　

真
五

主
任
看
護
師　

中
野　
　

緑

●
医
療
技
術
部　
　
　

技
術
主
幹　

小
笠
原　

強

【
薬
剤
科
】　　
　

薬
局
長　
　

海
老
名
純
子　

薬
剤
師　
　

熊
谷　

岳
仁

【
検
査
科
】　　
　

室　

長　
　

加
藤　

裕
之

副
室
長　
　

長
岡
さ
と
み

【
診
療
放
射
線
科
】　　

室
長（
兼
）　

小
笠
原　

強

放
射
線
技
師　

齋
藤　

清
人

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
】　

理
学
療
法
士　

金
田　

雅
子　

理
学
療
法
士　

小
平　

英
恵　

　

 

作
業
療
法
士  

遠
藤
美
菜
子

【
栄
養
科
】　　
　
　
　

副
室
長　
　

大
貫
由
佳
子

●
看
護
部　
　
　
　

総
看
護
師
長　

樋
口　

昌
子

【
外
来
係
】　

看
護
師
長　
　

伊
藤
加
代
子

看
護
師　
　

竹
田
美
喜
子　

看
護
師　
　

斎
藤　

麻
唯　

看
護
師　
　

伊
藤　
　

忍　

准
看
護
師　

布
施　

咲
子

【
病
棟
係
】　

看
護
師
長　
　

副
田　

恵
美

主
任
看
護
師　
　

児
玉　

恵
美　

主
任
看
護
師　
　

五
十
嵐
美
香　

主
任
看
護
師　
　

渡
部　

理
恵　

主
任
看
護
師　
　

佐
藤　

朝
美　

看
護
師　
　

伊
藤　

信
子　

看
護
師　
　

三
上　

悦
子

看
護
師　
　

鈴
木
万
理
子　

看
護
師　
　

平
井　

育
子　

看
護
師　
　

色
摩　

純
子　

看
護
師　
　

大
滝
佳
代
子　

看
護
師　
　

平
田　

美
帆　

看
護
師　
　

安
彦　

真
紀　

看
護
師　
　

齋
藤　
　

恵

看
護
師　
　

遠
藤　

彩
子　

看
護
師　
　

青
木　
　

瞳　

看
護
師　
　

古
口
絵
里
子　

看
護
師　
　

小
川　
　

瞳　

看
護
師　
　

梅
津　

清
香　

看
護
師　
　

奥
山　

咲
子　

看
護
師　
　

佐
藤　

純
平

看
護
師　
　

小
口　
　

希　

看
護
師　
　

坂
田　

智
美　

　

看
護
師　

信
夫　

幸
子　

　

看
護
師　

舟
越　

由
香　

【
事
務
局
】　

事
務
局
長　

渡
部　

町
子

事
務
局
次
長（
兼
）総
務
係
長　

　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
一

【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】　

主
任
看
護
師　

菅
原　

芳
子　

看
護
師　
　

清
野　

文
恵

●
各
分
団
消
防
係

第
１
分
団　

小
口　

将
太　

第
２
分
団　

布
川　

和
浩

第
３
分
団　

広
川　

悠
太　

第
４
分
団　

小
関　
　

見

第
５
分
団　

新
野
健
太
郎

●
財
産
区
書
記

蚕　

桑　
　

大
瀧　

陽
子　

十　

王　
　

小
林　

詩
乃　

滝　

野　
　

安
達　

桂
子

萩　

野　
　

小
川　

直
也　

中　

山　
　

大
木　

健
一　

浅　

立　
　

村
上　

利
晴

畔　

藤　
　

田
代　

裕
美

●
災
害
対
策
本
部
地
区
担
当
職
員

蚕
桑
地
区　

木
口　

祐
里　

　
　
　
　
　

佐
藤　

美
咲

鮎
貝
地
区　

竹
田
雅
紀
子　

　
　
　
　
　

齋
藤
由
加
里

荒
砥
地
区　

菅
間　

伸
子

　
　
　
　
　

菅
原　

美
樹

十
王
地
区　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　

小
林　

詩
乃

鷹
山
地
区　

齋
藤
久
美
子　

　
　
　
　
　

大
滝　

真
実

東
根
地
区　

田
中
由
美
子　

　
　
　
　
　

田
代　

裕
美

新 

平
成
28
年
度
採
用
職
員

選挙管理委員会事務局監査委員
事務局農業委員会事務局教　育　委　員　会

町　立　病　院

新

新 新

新野　文俊
教育委員会

次長補佐兼指導主事

五十嵐安世
町民課

戸籍年金係

沼澤　晃菜
総務課
総務係

岩澤　惇平
税務出納課
資産税係

教　育　委　員　会

町　立　病　院

町　立　病　院

新
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各課・係の業務の概要などを掲載しています。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。

課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129

国保医療係
国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、し
らたか元気っ子事業の医療費に関すること

85-6130

くらし環境係
ごみのこと、環境、公害、斎場、犬の登録、生活相談、交通安全、
防犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係
町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、軽
自動車（白鷹ナンバー）の登録・廃止に関すること

85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133

収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106

出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係
区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に関
すること

85-6120

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124

防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6120

企画政策課

企画調整係
フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、町政運営の
総合企画調整、青少年国際交流事業に関すること

85-6123

コミュニティ推進係
まちづくり助成事業、コミュニティセンター、空き家対策、地域
おこし協力隊、まちづくり出前講座に関すること

87-0830

複合施設整備係 防災センター・図書館・庁舎などの複合施設の整備に関すること 87-0830

情報係 広報広聴、情報システム、地域情報、各種統計に関すること 85-6121

産業振興課

農業振興係
農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること

85-6107

農村整備係 農地・農業用施設整備や日本型直接支払制度に関すること 85-6125

森林整備係 林業振興、森林整備に関すること 85-6125

商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策、６次産業化に関すること 85-6136

観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、交流の促進に関すること 85-6126

農業委員会
事務局

農地調整係
農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関
すること

85-6128

３
階

議会事務局 議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎

建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140

用地係 道路用地等の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139

土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関すること 85-6142

都市計画係 都市計画や都市公園の維持管理に関すること 85-6142

水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137

水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137

下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138

下水道工務係
下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設計
工事に関すること

85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144

生涯学習・文化振興係 生涯学習の推進、その他社会教育機関に関すること 85-6146

生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147

中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143

学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111

子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園・こども園、婚活支援に関すること 86-0212

介護保険係 介護保険に関すること 86-0213

地域包括支援センター係 介護に関する相談、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112

健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院

町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155

訪問看護ステーション 訪問看護、ケアプラン作成など 86-0123

役場各課・係業務のごあんない
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病院からのお知らせ

白鷹町立病院の診療体制をお知らせします

月 火 水 木 金

内　科 高橋一二三 柴田　裕次
西山　悟史

（山大医師） 
高橋一二三

岩山　忠輝

（山大医師） 

内科内視鏡 柴田　裕次
牧野　直彦

（山大医師） 
柴田　裕次 柴田　裕次

外　科
浜崎　安純

（山大医師） 
藤島　　丈

大泉　弘幸

（山大医師）
藤島　　丈 木村　真五

整形外科
鶴田　大作

（山大医師） 

丸山　真博

（山大医師） 

婦  人  科 
川越　　淳

（山大医師） 

提　　誠司

（山大医師） 

皮  膚  科
川口　雅一

（山大医師） 

人間ドック

健　診
芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德

  受付時間　  受付機…午前７時30分～ 11時30分
　　　　　    窓　口…午前８時30分～ 11時30分

※皮膚科は午後３時30分まで（午後からの診察になります）
※救急医療は休日なども含めて24時間行っています。
※医師は変更になることがあります。

■ 常勤医師
　　事業管理者兼院長　　高橋一二三
　　副 院 長　　藤島　　丈
　　副院長兼内科医長　　柴田　裕次
　　外 科 医 長　　木村　真五
　　内 科 医 師　　芦澤　公德　　

■ 外来診察予定表

信夫　幸子
病棟看護師

舟越　由香
病棟看護師

町立病院新規採用職員

■ 禁煙外来

　禁煙のための診療を行っています。電話で予約
してください。

■ レディース検診
Ａコース：乳がん検診（マンモグラフィー）　
　　　　　骨密度検査
Ｂコース：子宮がん検診、卵巣腫瘍検査
※日程や料金等の詳細はお問い合わせください。

　他にも、町等の委託を受け、各種検診を実施
しています。詳細はお問い合わせください。

「よろしくお願いいたします」

遠藤美菜子
作業療法士
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教育長に沼澤政幸氏が就任　― 教育委員会の構成が変わりました ―

　教育長　沼 澤  政 幸　

就
任
あ
い
さ
つ

　

新
教
育
委
員
会
制
度
に
お
け
る
教
育
長
と

い
う
大
役
を
拝
命
し
、
重
責
に
身
も
心
も
震

え
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
か
ら
ご
指
導
、
ご
理
解
を

賜
り
な
が
ら「
学
び
、集
い
、笑
顔
輝
く
白
鷹

人
」の
育
成
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
委
員

及
び
事
務
局
職
員
と
共
に
尽
力
し
て
参
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
を

伸
ば
す
学
校
教
育
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
が
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
・
芸
術
文
化
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育委員（新任）
向田　俊一 さん

教育委員（新任）
江口酉美子 さん

■教育委員会新体制

　教育長　沼澤　政幸（箕和田）

　委　員　向田　俊一（広野）【新任】

　委　員　船山　嘉実（鮎貝）

　委　員　竹田　恵美（荒砥乙）

　委　員　江口酉美子（山口）【新任】　

　

白鷹人育成事業地域おこし協力隊合同報告会を開催
　

３
月
26
日
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
人
材
育

成
や
後
継
者
育
成
を
目

指
す
「
白
鷹
人
育
成
事

業
」の
事
業
報
告
会
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
報
告
会
が
産
業
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
は

じ
め
に
町
商
工
会
青
年

し
、
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
す
る
と
、

客
席
か
ら
生
徒
た
ち
に
対
し

て
次
々
に
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
昨
年
度
か
ら
白
鷹
町
で

活
動
し
て
い
る
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
石
井
紀
子
さ
ん

と
遠
藤
真
弓
さ
ん
が
、
平
成

27
年
度
の
活
動
報
告
と
28
年

度
の
活
動
に
向
け
る
思

い
、
さ
ら
に
は
将
来
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
述
べ
ま

し
た
。

　

地
域
の
若
者
や
、
移

住
者
に
よ
る
新
し
い
活

動
や
考
え
に
、
町
内
外

か
ら
公
聴
に
集
ま
っ
た

約
80
人
の
来
場
者
は
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

部
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
に
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
べ
に
た
か
ち
ゃ
ん

と
と
も
白
鷹
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て

き
た
３
年
間
の
活
動
内
容

と
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

を
報
告
。
続
い
て
、
荒
砥
高

校
と
白
鷹
中
学
校
の
生
徒
が

「
青
少
年
国
際
交
流
事
業
」

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問

商工会青年部による３年間の活動報告

客席からの質問に答える荒砥高校

と白鷹中学校の生徒たち

まちのニュース
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平
成
26
年
９
月
よ
り
敷
地
造
成
工

事
に
着
手
し
、
平
成
27
年
６
月
に
武

道
館
建
築
及
び
そ
の
外
構
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
た
白
鷹
町
民
武
道
館

が
、
３
月
23
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
平

屋
建
て
で
、延
べ
床
面
積
９
０
６
㎡
。

武
道
場
２
面
の
ほ
か
、
談
話
室
２
部

屋
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
管
理
室
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

３
月
24
日
に
は
武
道
館
の
完
成
を

祝
う
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
町
関
係
者

や
設
計
・
施
行
業
者
な
ど
約
50
人
が

出
席
。
安
全
祈
願
に
続
い
て
各
関
係

者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
町
柔
道
会
と

町
剣
友
会
に
よ
る
演
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
の
後
に
は
白
鷹
中
学
校

柔
道
部
員
及
び
剣
道
部
員
に
よ
る
使

い
始
め
が
行
わ
れ
、
白
鷹
中
学
校
剣

道
部
で
副
部
長
を
務
め
る
五
十
嵐
悠

哉
く
ん
（
荒
砥
）
は
「
新
し
い
練
習

環
境
に
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。

――   町に新たな体育施設   ――　白鷹町民武道館が完成

白鷹町は 『紅花』 をふるさと名物として応援します
　

３
月
29
日
、
町
は
『
紅
花
』
を
ふ

る
さ
と
名
物
と
し
て
応
援
す
る
「
ふ

る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」
は
、

市
町
村
に
お
い
て
、
地
域
を
挙
げ
て

支
援
を
行
な
う
「
ふ
る
さ
と
名
物
」

を
特
定
し
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を

し
て
い
く
も
の
。
町
で
は
、
生
産
量

日
本
一
で
あ
る
紅
花
を
ふ
る
さ
と
名

物
と
し
て
宣
言
し
、
町
内
外
へ
情
報

を
発
信
。「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を

つ
く
る
町
」
と
し
て
、
紅
花
生
産
者

へ
の
支
援
、
紅
花
の
商
品
開
発
、
ブ

ラ
ン
ド
化
等
へ
の
環
境
整
備
を
進

め
、交
流
人
口
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

パ
レ
ス
松
風
で
行
わ
れ
た
記
者
会

見
に
は
紅
花
娘
が
初
登
場
し
、
佐
藤

町
長
が
「
今
後
も
日
本
一
の
紅
花
生

産
地
で
あ
る
た
め
に
、
作
付
面
積
の

１
．
真
新
し
い
施
設
に
、
練
習
す
る
手
に

も
力
が
入
る　

２
．
長
く
安
全
に
使
わ
れ

続
け
て
い
く
こ
と
を
祈
る

２

１

紅花入りの深山和紙で作られた行
灯（あんどん）。町内の飲食店など
に飾られ、「日本の紅（あか）をつ
くる町」をアピールしていく

維
持
、
生
産
者
へ
の
支
援
、
紅
花
生

産
者
の
新
規
開
拓
な
ど
に
力
を
入

れ
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
町
を
目
指
し
、『
紅
花
』

を
ふ
る
さ
と
名
物
と
し
て
応
援
し
て

い
く
」
と
宣
言
。

　
「
生
産
」と「
観
光
」を
両
輪
と
し
、

紅
花
産
業
を
柱
に
し
た
地
域
お
こ
し

が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

紅花染めの手ぬぐいをかぶり、かすりに前

掛け、たすき掛け姿の紅花娘。白鷹紅花ま

つりなどに合わせ、衣装を着ての体験イベ

ント等を検討していく

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
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３
月
18
日
付
け
で
白
鷹
町
議
会
の
推

薦
に
よ
り
、
戸
借
房
子
さ
ん
（
中
山
）

が
町
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
に

戸
借
房
子
さ
ん
が
選
任

戸借　房子 さん

中山 / 議会選任

　この度、議会推薦により農業委員に就任しま

した。

　現在、私は地域の方たちと地元の山菜や野菜

を加工し、６次産業に励んでいます。

　委員として微力ですが、白鷹町農業振興発展

に役立つよう活動して参りたいと思います。

　どうぞよろしくお願い申し上げます。

あいさつ

「
困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談
」

　

こ
の
度
、
平
成
28
年
４
月
１
日
付
け

で
総
務
大
臣
か
ら
田
中
惠
治
さ
ん
が
当

町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、国
の
行
政
機
関
、

独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法
人
の
業
務
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
役
場
の
業
務
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
・
意
見
等
の
相
談
を
住
民

の
皆
様
よ
り
受
け
付
け
、
相
手
機
関
と

の
間
に
立
っ
て
、
相
手
機
関
の
自
主
的

な
改
善
が
促
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３
）
ま
で
。　

田中　惠治 さん（畔藤）

総
務
省
の
行
政
相
談
委
員
に

田
中
惠
治
さ
ん

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

小
野
寺
太
樹
さ
ん
、茅
野
唯
さ
ん
が
着
任

山
形
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
同
西
置
賜
支
部
と

災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

　

町
は
３
月
22
日
、
一
般
社
団
法
人
山
形
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
（
大
場
正
仁
会
長
）
及
び
同
会

西
置
賜
支
部
（
佐
藤
光
雄
支
部
長
）
と
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対
策
用
燃
料
（
液
化
石
油

ガ
ス
）
等
の
供
給
応
援
に
関
す
る
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
町
内
で
地
震
や
風
水
害
が
発

生
し
た
際
に
、
協
会
が
町
の
要
請
に
応
じ
、

応
急
対
策
用
燃
料
と
し
て
の
液
化
石
油
ガ
ス

及
び
町
内
の
避
難
所
等
で
使
用
す
る
液
化
石

油
ガ
ス
用
燃
料
器
具
を
供
給
す
る
も
の
。
協

定
書
に
は
、
応
援
の
要
請
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

４
月
１
日
、
白
鷹
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交

付
式
が
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
石
井
紀
子
さ
ん
と
遠
藤
真
弓

さ
ん
、
そ
し
て
新
た
に
小
野
寺
太
樹
さ
ん
（
宮
城
県
気

仙
沼
市
出
身
）
と
茅
野
唯
さ
ん
（
大
分
県
竹
田
市
出
身
）

が
町
長
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
委
嘱
期
間
は
最
大
３
年
間
で
す
。

　

新
た
に
２
人
を
加
え
、
こ
れ
で
４
人
と
な
っ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
。
活
動
の
幅
も
広
が
り
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
地
域
お
こ
し
へ
動
き
出
す
隊
員
た
ち
に
対
し
、

佐
藤
町
長
は
「
慣
れ
な
い
土
地
で
様
々
な
困
難
も
あ
る

と
思
う
が
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
新
し
い
力

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
今
後
、

↑右から、石井紀子さん、

遠藤真弓さん、小野寺太樹

さん、茅野唯さん

小
野
寺
さ
ん
と

茅
野
さ
ん
は
鷹

山
地
区
、
石
井

さ
ん
と
遠
藤
さ

ん
は
引
き
続
き

蚕
桑
地
区
を
拠

点
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

まちのニュース
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町からのお知らせ

一生に一度の思い出を

平成28年度白鷹町成人式
　今年度の成人式を次のとおり開催します。
　対象の方には７月上旬にあらためてご案内しま
す。郷土を離れている皆さんには、ご家族の方か
ら早めに日程をお知らせください。　
　

▼  い　つ　８月 15 日（月）午前 10 時～

▼  どこで　産業センター（パワーセンター白鷹）

▼  対　象　平成７年４月２日～
　　　　　 平成８年４月１日生まれの方

※平成 22 年度東中学校・西中学校卒業者と、平
成 28 年６月１日現在で白鷹町に住民登録されて
いる方には、詳細を往復はがきでご案内します。

　
▼
募
集
対
象（
次
の
全
て
を
満
た
す
団
体
）

・
申
請
時
点
で
設
立
後
１
年
以
上
の
活
動

　

実
績
が
あ
り
、
白
鷹
町
に
居
住
す
る
子

　

ど
も
が
常
時
２
人
以
上
の
会
員
規
模
の

　

団
体
（
年
度
始
め
か
ら
新
規
に
活
動
を

　

開
始
す
る
団
体
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

・
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
白
鷹
町
に
居

　

住
す
る
子
ど
も
で
あ
る
団
体

・
少
な
く
と
も
月
１
回
以
上
の
練
習
（
活

　

動
日
）
を
定
め
、
継
続
し
て
運
営
し
て

　

い
る
団
体

・
芸
術
文
化
協
会
に
加
入
し
、
将
来
の
担

　

い
手
と
し
て
、
協
会
の
発
展
に
寄
与
す

　

る
団
体（
協
会
加
入
会
費
は
無
料
で
す
。）

・
国
、
県
、
及
び
町
等
の
他
の
制
度
の
補

　

助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
団
体

▼
対
象
と
な
る
経
費　

①
報
償
費
（
講
師
謝
金
）

②
旅
費
（
外
部
講
師
等
の
交
通
費
実
費
等
）

③
使
用
料
及
び
借
料
（
会
場
使
用
料
、用
具
借
料
、

　

衣
装
借
料
、
町
外
発
表
会
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

④
役
務
費
（
団
体
所
有
の
用
具
の
修
理
費
、
用
具

　

運
搬
代
、
切
手
代
等
）

⑤
需
用
費
（
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
等
）

▼
対
象
と
な
る
事
業
の
例　

①
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会
等

②
外
部
講
師
を
招
い
て
の
活
動

③
町
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会

　

等
へ
の
参
加
等

▼
補
助
金
額

　

１
団
体　

５
万
円
（
下
限
）
～
10
万
円
（
上
限
）

▼
申
請
の
手
続
き

①
申
請　
「
事
業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」
な
ど

　

の
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
事

　

務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

　

内
容
が
把
握
で
き
る
同
様
の
書
類
が
あ
れ
ば
、

　

そ
れ
を
も
っ
て
所
定
の
様
式
に
代
え
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
審
査　

教
育
委
員
会
と
芸
術
文
化
協
会
で
審
査

　

会
を
行
い
、
交
付
団
体
及
び
補
助
金
額
を
決
定

　

し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

５
月
31
日
（
火
）
事
務
局
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）
☎
85

－

６
１
４
６

●「成人祭」実行委員を募集します
　成人式の後は、久しぶりに再会する友人や恩師
と語らう「成人祭」が開催されます。
　「成人祭」は、成人者の皆さんで構成する実行委
員会が自ら企画運営を行います。
　現在、実行委員を募集しています。思い出に残
る「成人祭」になるよう、ぜひ実行委員にご応募
ください。応募の締め切りは５月６日（金）です。

■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯学習・文化振興係　☎85-6146

　青少年の健全育成と子どもたちの芸術文
化活動への支援及び伝統文化の継承を推進
していくため、様々な文化活動を行ってい
る団体に対し、白鷹町芸術文化協会を通し
て補助金を交付します。

平成 28 年度
白鷹町こども芸術文化活動
事業団体を募集します

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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町からのお知らせ

車種区分
税額（年額）

平成 27 年度
まで

平成 28 年度
から

原動機付自転車

50 ㏄以下 1,000 円 2,000 円

50 ㏄超
90 ㏄以下 1,200 円 2,000 円

90 ㏄超
125 ㏄以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪車（125㏄超250㏄以下） 2,400 円 3,600 円

二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000 円 6,000 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車

農耕作業用
のもの 1,600 円 2,400 円

その他のもの
（フォークリ
フト等）

4,700 円 5,900 円

●平成28年度から原動機付自転車、軽二輪車、二輪
　の小型自動車及び小型特殊自動車の税率が引き上
　げとなります。
●軽自動車（三輪及び四輪以上）については、平成
　27年４月１日以降に最初の新規検査を受けるもの
　から新税率が適用されます。
●軽自動車税においてもグリーン化をすすめる観
　点から、最初の新規検査から13年を経過した軽自
　動車（三輪及び四輪以上）については、平成28年
　度から新税率の20％の重課となります。
●平成27年度中に最初の新規検査を受けた軽自動車
（三輪及び四輪以上）で、環境負荷の小さいものに
　ついて、平成28年度の税率を軽減する特例措置
「軽自動車のグリーン化特例（軽課）」を適用します。
　

 平成 28年度から軽自動車税が変わります。

車種区分

税額（年額）
（１） （２） 　（３）＊

現行税率 新税率 重課税率

軽
自
動
車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪
以上

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

車種区分

税額（年額）
（ア） （イ） （ウ）

新税率の
75％軽減

新税率の
50％軽減

新税率の
25％軽減

軽
自
動
車

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪
以上

乗用
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

◎原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車の税額　　　

　

◎三輪及び四輪以上の軽自動車の税額

⑴平成27年３月31日以前に最初の新規検査を受けた車両
　で、最初の新規検査から13年を経過するまで適用。
⑵平成27年４月１日以降に最初の新規検査を受けた車両
　で、最初の新規検査から13年を経過するまで適用。

【対象車】
（ア）電気自動車、天然ガス軽自動車（平成21年度排出ガ
　　ス10％軽減）

（イ）乗用：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★★
　　　　　★★）かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車
　　貨物：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★★
　　　　  ★★）かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車

（ウ）乗用：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★★
　　         ★★）かつ平成32年度燃費基準達成車
　　貨物：平成17年度排出ガス基準75％低減達成（★★
　　         ★★）かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車
※（イ）（ウ）については、内燃機関の燃料が発揮油（ガソ
　リン）の軽自動車に限ります。
※燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載
　されています。

⑶グリーン化をすすめる観点から、最初の新規検査から
　13年を経過した車両に対し、新税率の概ね1.2倍を適用。
（※動力源又は内燃機関の燃料が電気、天然ガス、メタ
　ノール、混合メタノール、ガソリン電気併用の軽自動
　車並びに被けん引車を除く。）
※平成15年10月14日前に最初の新規検査を受けた車両

は年までの記載しかないため、その12月に検査を受け
たものとみなすことになります。（地方税法等の一部を
改正する法律改正附則第14条第２項）

【参考】
 ※平成28年度以降、毎年４月１日現在で最初の新規検査
　 より13年を経過したもの。
 ※平成28年度は、最初の新規検査が平成14年以前の車両
　 が重課税率の対象。
 ※平成29年度は、最初の新規検査年月が平成16年３月
　 31日以前の車両が重課税率の対象。
 ※平成30年度は、最初の新規検査年月が平成17年３月
　 31日以前の車両が重課税率の対象。

○グリーン化特例（軽課税率）

　平成27年度中（平成27年４月１日から平成28年３月31
日まで）に最初の新規検査を受けた車両で、排出ガス性
能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、
平成28年度分の軽自動車税を軽減する特例措置を適用。
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町からのお知らせ

しらたか元気っ子事業の対象年齢を拡大します

　「しらたか元気っ子事業」では中学３
年生までのお子さんを対象に医療証を交
付し、医療費にかかる自己負担分を助成
しております。平成28年４月１日から
その対象年齢を18歳（高校３年生年齢）
までに拡大して実施いたします。

　

寝室１

寝室２

ＬＤＫ

玄関
浴室

ＷＣ

洗面
脱衣所

物置

ポーチ

サービスヤード

サンデッキ ▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝

７
３
４
１
番
地

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
白
鷹
町
外

在
住
の
方
）

▼
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ(

寝
室
２

部
屋
＋
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ

キ
ッ
チ
ン
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

○
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯　

　
　
　
　
　
　

３
５
，
０
０
０
円

○
３
子
以
上
を
扶
養
す
る
世
帯　

　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

白
鷹
町
以
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

①
子
を
持
つ
夫
婦
世
帯
で
、
お
子
さ
ん
が 

　

現
在
小
学
校
就
学
前
で
あ
る
こ
と
（
１

　

人
以
上
。）

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
基
準
に
準
じ
、

　

世
帯
の
月
額
所
得
の
合
計
が
31
万
３
，

　

０
０
０
円
を
超
え
な
い
こ
と
。

③
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

　

と
し
て
い
る
こ
と
。

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と
。

▼
期
限
付
入
所　

１
番
下
の
お
子
さ
ん
が

小
学
校
を
卒
業
す
る
年
の
３
月
31
日
ま
で

入
居
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

４
月
12
日
（
火
）
～
４
月

18
日（
月
）午
後
５
時
ま
で（
土
日
を
除
く
）

▼
入
居
者
の
決
定　

５
月
中
旬
（
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま

す
）

▼
入
居
可
能
日　

６
月
中
旬

▼
申
込
方
法　

平
成
26
年
分
、
平
成
27
年

分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
住
民
票
謄
本
、

入
居
予
定
者
全
員
の
最
新
の
所
得
課
税
証

明
書
、
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書
を
準
備

の
う
え
、
建
設
水
道
課
管
理
係
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理
係

☎
85

－

６
１
４
０

《
間
取
り
図
》

子
育
て
支
援
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●対象者
　白鷹町に住所のある方で、18歳に達して初めて３月31日
を迎えるまでの年齢の方
※就学のため町外に住所を移した方でも、保護者の住所が

白鷹町にある方は対象となります。
※就職などにより保護者の扶養から外れた方は対象外にな

ります。
●対象となる医療費
　県内医療機関での外来・調剤・入院医療費の自己負担分　
　（ただし、保険適用分の医療費に限ります。）
●手続き
　まだ手続きをされていない方はお早めにお手続きください。
■問い合わせ　町民課国保医療係　☎８５- ６１３０

先着
500 名

　白鷹町「日本の紅 ( あか ) をつく
る町」連携推進本部では、紅花の町
を広くＰＲすることを目的に『最上
紅花の種』を先着500名様にプレゼ
ントいたします。
　山形県花である紅花を、ぜひ栽培
してみてください。

▼  配布開始　４月12日（火）

▼  配布場所　白鷹町役場産業振興課

▼  そ の 他　町内にお住まいの方に
　限ります。
※お一人につき、一袋（20g）とさ
　せていただきます。
■申し込み・問い合わせ　
　産業振興課　
　☎８５- ６１３６

『最上紅花の種』
　　　　　プレゼント
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施　設　名 指定管理者

斎場 有限会社セイノヤ

ヤナ公園 白鷹町観光開発株式会社

スカイパーク 有限会社トントンとんび

黒鴨いきいきセンター 黒鴨区

萩野ふれあい館 萩野区

釜の越農村公園 西高玉区

杉沢農村公園 杉沢区

高岡農村公園 高岡区

針生農村公園 針生町内

小山沢農村公園 小山沢区

黒鴨農村公園 黒鴨区

姫城農村公園 蚕桑第18町内

山際農村公園 蚕桑第17町内

土里夢館 町下区

広野広翔館 広野区

ぬくもりの館姫城 蚕桑第18町内

笠松ロマン館 蚕桑第９町内

いきいき深山郷のどか村 深山区

中山林業センター 中山区

施　設　名 指定管理者

高玉集会施設及び林業者等

健康増進施設
東高玉区

高岡集会施設 高岡区

深山工房 深山区

鮎貝ふれあい広場（コミュ

ニティセンターに限る。）
鮎貝第１町内

文化創造館 出来町第１町内及び第２町内

東横田尻歴史館 東横田尻区

宝前町コミュニティセンター 十王区

西高玉桜美館 西高玉区

仲町友愛館 仲町区

遊和館 鮎貝第９町内及び第10町内

滝野交流館 滝野区

荒砥駅前交流施設（集会施

設に限る。）
八幡第２町内

文化交流センター あゆーむ運営管理共同企業体

 ■ 町有施設の指定管理者を紹介します　　　        問  総務課総務係　☎ 85-6120

　町有施設の平成 28 年度からの指定管理者が決定しましたのでお知らせいたします。指定期間は平成 28 年４月
１日から平成 33 年３月 31 日までです。

●会場　ＮＤソフトスタジアム山形
●観戦席　バックスタンド席
●料金（白鷹町に在住・在勤の方）
　大人　1,500円（税込）※割引価格
　小中高生　無料（無料招待券を配布）
●チケット販売場所・販売方法
　前売券…教育委員会生涯スポーツ係（中央公民館内）
●販売期間　５月20日（金）まで
　当日券…試合会場の市町村応援デー受付テントにて  
　　　　（免許証など身分証の提示が必要です）
※前売券販売状況によっては当日券販売を行わない場
合　もあります。また、すでにチケットをお買い求めた
方　については、払い戻し（割引での買い直し）はできま
せ　んのでご了承ください。
■問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係　☎85-6147(c)MONTEDIO　YAMAGATA

Ｊ２リーグモンテディオ山形  白鷹町応援デー

Ｊ２リーグ第 14 節ＶＳツエーゲン金沢５月 22 日（日）    午後１時キックオフ

  選手とともに戦おう！

町からのお知らせ
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地価公示とは
　地価公示法の規定に基づき実施するもので、県内
の都市計画区域内で標準的な使われ方をしている土
地（以下「標準地」）を選び、その適正な土地価格を
公表するものです。
　土地を売買する際の目安にしていただくもので、
国や地方公共団体などが公共用地等を買収する場合
の基準ともなるほか、適正な地価の形成に大きな役
割を果たしています。

土地を売買するときは、
まず地価公示価格を調べましょう
　売買の対象となる土地の条件（土地の形状、道
路の条件、最寄駅からの距離、上下水道の整備状況
など）を標準地と比較すれば、おおよその適正な価
格がわかります。地価公示結果は役場で簡単に閲覧
できますので、土地売買のときには、まず地価公示
価格をお調べください。標準地は皆さんの身近なと
ころにあります。
　なお、地価公示価格は１月１日現在の価格ですの
で、その後の地価動向も考慮する必要があります。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
　いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年
　変動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

住宅地 商業地

白鷹町平均 ▲1.7 ▲2.2

山形県平均 ▲0.8 ▲1.6

全国平均 ▲0.2 0.9

白鷹
－２

大字鮎貝字粡町二
2406番1

26　年 27　年 28　年

円
9,640

（▲2.4）

円
9,440

（▲2.1）

円
9,240

（▲2.1）

白鷹
５－１

大字荒砥乙字横町
1014番
（芳賀輪店）

26　年 27　年 28　年

円
23,100

（▲2.9）

円
22,500

（▲2.6）

円
22,000

（▲2.2）

白鷹
－１

大字荒砥乙字出来町
東958番

26　年 27　年 28　年

円
15,400

（▲1.9）

円
15,100

（▲1.9）

円
14,900

（▲1.3）

　３月23日、国土交通省から平成28年地価公
示結果が公表されました。本町に関するものは、
左のとおりです。

平成28年

地価公示の結果について

■対前年度変動率 （単位：％）

問い合わせ   企画政策課企画調整係　☎ 85-6123

町からのお知らせ
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建
築
需
要
促
進
事
業

　

町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

小
規
模
工
事
の
受
注
を
促
進
す
る
建

築
需
要
促
進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
白
鷹
町
商
工
会
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
、
町

内
に
お
け
る
小
規
模
工
事
の
受
注
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
関
連
業

界
の
振
興
と
経
営
基
盤
の
強
化
、
消

費
需
要
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
す
。

※
下
記
【
制
度
の
概
要
】
を
ご
覧　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会　

☎
85

－

０
０
５
５

　

町
で
は
、「
住
宅
耐
震
化
促
進
事

業
」
と
し
て
、
住
宅
の
居
住
環
境

の
質
の
向
上
と
経
済
の
活
性
化
を

図
る
事
を
目
的
と
し
た
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

❶
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

　
「
人
口
減
少
対
策
」
と
し
て
、

三
世
代
世
帯
、
県
外
か
ら
の
移
住

世
帯
、
新
婚
、
子
育
て
世
帯
に
加

え
、
近
居
移
住
世
帯
を
支
援
拡
充

対
象
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
新
設
し
ま

す
。
県
産
木
材
の
利
用
や
空
き
家

の
活
用
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
補
助

率
・
補
助
限
度
額
が
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

●
三
世
代
世
帯　

　

３
つ
以
上
の
世
代
が
同
居
し
て

　

い
る
世
帯
で
、
平
成
10
年
４
月

　

２
日
以
降
に
出
生
し
た
方
と
同

　

居
す
る
世
帯

●
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯　

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
県

　

外
か
ら
町
内
に
転
入
し
居
住
す

　

る
世
帯

●
新
婚
世
帯　

　

婚
姻
届
を
提
出
し
た
日
か
ら
１

　

年
以
内
の
世
帯

●
子
育
て
世
帯　

　

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
出
生

し
た
方
が
３
人
以
上
同
居
し
、
当
該

同
居
者
と
そ
の
父
母
ま
た
は
祖
父
母

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

●
近
距
移
住
世
帯

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
親
世

帯
と
子
世
帯
の
居
所
の
直
線
距
離
が

２
㌔
超
か
ら
、
２
㌔
以
下
に
住
み
替

え
た
世
帯
。

※
次
ペ
ー
ジ
【
制
度
の
概
要
】
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

❷
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

先
着
３
件

▼
診
断
料　

９
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

７
万
９
５
６
０
円

補
強
計
画
ま
で
実
施
す
る
場
合

▼
作
成
料　
　

１
万
３
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

11
万
６
６
０
０
円

❸
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

❷
で
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
が
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場

合
、
工
事
費
の
２
分
の
１
の
金
額
を

補
助
し
ま
す
。

※
２
分
の
１
の
額
が
80
万
円
を
超

え
る
場
合
、
80
万
円
が
限
度
額
。

▼
募
集
件
数　

先
着
２
件

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

【制度の概要】
建築需要促進事業

区分 新築 増・改築、修繕等

対象物件 付属建物（車庫、作業所及び物置）
住宅、店舗、付属建物（車庫、作
業所及び物置）

対象工事 対象物件の新築
対象物件の増改築及び修繕工事、
給排水衛生施設整備工事

工事請負金額の下限 工事請負金額が20万円以上

施工業者
町内業者（白鷹町商工会員かつ町内に事業所があり、対象工事を施工
できる法人または個人）であること

申請者（施主）の要件
■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

その他制度との
併用について　

介護保険制度等との併用は不可

支援内容（補助額）
工事費の10％分（上限10万円）　
※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

町からのお知らせ

平
成
28
年
度
住
宅
関
連
の
施
策
の
お
知
ら
せ
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住宅リフォーム総合支援事業
区　　分 一般分 人口減少対策分

対象工事
５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、
県産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事

５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、
県産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事
※三世代世帯は居室の床面積の合計が10㎡以上増
　加する工事などの三世代同居リフォーム工事を
　施工する必要があります。

工事請負金額の下限 工事請負金額が50万円以上

施工業者 県内業者（県内に本店・本社がある法人または事業者）であること

申請者（施主）の要件
・白鷹町内に住所を有する者　
・町税等の滞納がないこと

・白鷹町内に住所を有する世帯（移住世帯につい
　ては平成27年４月１日以降に県外から町内に転
　入し、居住する世帯）
・町税等の滞納がないこと

その他制度との
併用について　

建築需要促進事業と併用ができます　※介護保険制度等との併用は不可

支援内容（補助額）

工事費の10％分（上限20万円）
※県産木材を３㎥以上使用するリフォーム工事

や空き家のリフォーム工事の場合は上限30万円
（中古住宅診断を受けた空き家のみ上限30万円
となります）

工事費の20％分（上限30万円）
※県産木材を３㎥以上使用するリフォーム工事

や空き家のリフォーム工事の場合は上限40万円
（中古住宅診断を受けた空き家のみ上限40万円
となります）

  

す
ま
い
る
住
ま
い
！

  

若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

町
で
は
、
定
住
の
意
思
を
持
つ

若
者
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
住
宅
取
得
の
促
進
を
図
る

こ
と
で
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
活
力
あ
る
町
を
築
く
こ
と
を

目
的
に
「
す
ま
い
る
住
ま
い
！
若

者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
細
は
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

すまいる住まい！若者定住サポート事業 「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト

対　　象 住宅（新築） 土地（四季の郷住宅用地）

事業内容
定住の意思を持ち、住宅の新築や新築建売住宅の購入を
行う若者世帯、他市町村からの移住世帯に対する補助

町が一般に販売する土地（四季の郷住宅用地）を購入す
る方への補助

補助金額

◇若者世帯　50万円
（世帯員全員50歳未満の夫婦及び親と子の世帯）
◇他市町村からの移住世帯　70万円
（世帯主が50歳未満で世帯員全員が町内に転入する世帯）
・町内業者の場合30万円を加算します
　　※町税等の滞納がないことが要件となります
　　※中古住宅の場合は対象外となります

◇県外に住所を有する方　100万円
◇白鷹町以外の県内の市町村に住所を有する方　70万円
◇町内に住所を有する方 　 50万円　

併用の可否

　
併  用  可  能

　　
県外からの移住世帯で町内業者施工により家を新築した場合　　土地・建物で最大200万円

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」

  

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

鮎
貝
四
季
の
郷
地
内
へ
の
定
住

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め　
「
す
ま
い
る
！
四
季

の
郷
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

自
ら
の
住
宅
建
築
の
た
め
、
町

が
一
般
に
販
売
す
る
土
地
（
四
季

の
郷
住
宅
用
地
）
を
購
入
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

【制度の概要】

町からのお知らせ
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紅花生産者紅花商品学習会
日本の紅（あか）の商品化を学ぶ

歴史の土台を築いた１年、ここからまた歩み出す
白鷹中学校第１回卒業証書授与式

　３月 25 日、産業センターでは町の紅花生産者約
20 人が集まり、「紅花商品学習会」が行われました。
　これは紅花生産者の皆さんが、自身で生産した紅花
や紅餅にどのような形で付加価値がつき、商品化され
て購入者へ届いているのかを学習し、「紅花生産日本
一」の白鷹産最上紅花の生産者として、意識の高揚を
図ることを目的としたもの。この日は、白鷹産の紅餅
で本紅を製造する「㈱伊勢半本店本紅事業部」から、
山崎美嘉さんと瀬崎麻未子さんを講師に迎え、紅の歴
史から用途、製法、紅を通じた活動などを学びました。
また、猪口に刷（は）られた紅が玉虫色に輝くのは、最
上紅花だけであることを学んだ生産者の皆さんは、実
際に唇に紅をさし、「若くなった気分」と笑みをこぼ
しました。

町に初めての幼保連携型認定こども園
愛真こども園入園式

　白鷹町少年少女合唱団が主催する定期演奏会
が３月５日、あゆーむで開催されました。
　今年度は、保育園年長児から中学３年生まで
の 29 人で活動してきた合唱団。この日は、白
鷹女声コーラスさくらを特別出演に迎え、演奏
と合唱で１年間の集大成を披露しました。子ど
もたちの透き通るような歌声や楽器の音色に
うっとりと聞き入る来場者。最後に、団員の打
田ゆららさん（鮎貝小６年）が「また会える日
を楽しみにしています」とあいさつし、「また
会う日まで」の合唱で締めくくりました。

白鷹町少年少女合唱団　第５回定期演奏会
心に響く優しいハーモニー

　３月 16 日、在校生や先生、保護者、来賓などが
見守る中、白鷹中学校で第１回卒業証書授与式が行
われました。
　４月の開校から、先頭に立って白鷹中学校の歴史
の礎（いしずえ）を築き上げてきた卒業生 151 人。
小林宏一郎校長から一人ひとりに、「深山和紙」の
卒業証書が手渡されました。卒業生代表の金田柊太
郎くんと齋藤遙香さんは、３年間ともに歩んできた
仲間たちに「これからどんな荒波に揉まれようとも、
自分の道を力強く歩んでいこう」と旅立ちの言葉を
贈り、卒業生は「しあわせがあつまるように」の合
唱で、中学校生活の最後を飾りました。　
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町に初めての幼保連携型認定こども園
愛真こども園入園式

深山の郷で深山が奏でる

“箏
こ と

と尺八” 珠玉の音コンサート

　今年度、幼保連携型認定こども園として新た
にスタートした「愛真こども園（旧あらと保育
園）」の入園式が４月２日に行われました。
　今年は 19 人の園児が新たに仲間入り。立派
に着飾った園児たちは、元気いっぱいに歌を歌
いました。また、この日は園児たちへ、文屋正
道理事長が作詞した歌「愛は不思議な力」がプ
レゼントされ、オペラ歌手の文屋小百合さんが
特別ゲストとして歌を披露。そのきれいな歌声
に、園児たちも静かに聞き入っていました。

　３月 24 日、いきいき深山郷「のどか村」にお
いて、音楽家のマクイーン時田深山さん（オース
トラリア出身）と、ブルース・ヒューバナーさん

（アメリカ出身）による「“箏と尺八” 珠玉の音コ
ンサート」が開催されました。
　この日集まった約 80 人の来場者は、２人の奏
でる繊細で力強い音色に目を閉じてじっくりと聞
き入り、ユーモアあふれるトークでは笑いがこぼ
れました。全８曲を披露し終わった後、会場か
らアンコールのかけごえが飛ぶと、「実は用意し
ていた（笑）」というアンコール曲を披露。来場
者も演奏に合わせて手拍子をとり、最後までコン
サートを楽しみました。

映画「Ｘ年後」「天に栄える村」上映会＆トークショー

今、震災の爪
つ め あ と

痕を考える

　３月６日、東日本大震災の発生した３月 11 日を
前に、映画「Ｘ年後」と「天に栄える村」の上映会
及びトークショーが行われました。
　映画「天に栄える村」は、日本一おいしい米づく
りに挑戦しながらも、５年前の原発事故による放射
性物質で田畑が汚染された天栄村を追ったドキュメ
ンタリー。トークショーには、天栄村から吉成邦市
さん（天栄米栽培研究会事務局長）、映画会社から
舞木千尋さんが出席。吉成さんは、農家の人たちと
ともに挑んだ「放射能ゼロ米」や、今なお残る風評
被害への思いを話し、最後に「やはり諦めない気持
ちが一番大事」と言葉に力を込めました。

白鷹学講座

白鷹学講座
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白
鷹
町
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
移
住
し
ま
し
た
小
野
寺
太
樹

と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ
は
宮
城
県
気

仙
沼
市
で
す
。
３
月
ま
で
宮
城
県
塩

竈
市
で
学
童
保
育
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
趣
味
は
草
野
球
と
野
球
観

戦
で
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
大
フ
ァ

ン
で
す
。

  

白
鷹
町
へ
は
東
北
公
益
文
科
大
学

在
学
時
か
ら
何
度
も
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
十
王
雪
ま
つ
り
で
楽
し
い
時

間
を
み
ん
な
で
共
有
し
、
町
の
人
の

温
か
さ
を
実
感
し
た
こ
と
が
白
鷹
町

の
協
力
隊
に
応
募
し
た
理
由
で
す
。

白
鷹
山
、
朝
日
連
峰
に
囲
ま
れ
た
町

の
景
観
も
好
き
で
す
。
ま
た
、
出
身

で
あ
る
気
仙
沼
市
と
白
鷹
町
が
友
好

関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
も

運
命
め
い
た
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

  

協
力
隊
の
活
動
と
し
て
は
、「
地

域
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
内
で
の
交
流
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
自
身
の
経
験

を
活
か
し
て
、
対
話
に
よ
る
自
主
的

な
防
災
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
地
域
外
で
の
交
流
は
、
私
の
出

身
で
あ
る
宮
城
と
の
交
流
や
、
学
童

で
の
経
験
を
活
か
し
て
昔
遊
び
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
地
域
交
流
も
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
鬼
ご
っ

こ
や
わ
ら
べ
歌
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
み
ん
な
が
楽
し
め
る
場

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
わ
ら
べ
歌
知
っ
て
い
る
よ
！
」

な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　

協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
笑
顔
と

感
動
を
届
け
る
「
つ
な
ぎ
人
」
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
の
架
け
橋
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
町
の
ど
こ
か
で
皆

さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
日
々

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「よろしくお願いします。
　　　　　地域おこし協力隊の小野寺太樹です！」

第３回
地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊とは…
　町が意欲ある都市住民を受
け入れ委嘱し、地域行事の応
援、住民の生活支援といった

「地域協力活動」に従事しても
らいながら、地域活性化を目
指すものです。

■
Ａ
ク
ラ
ス

１
位　

船
山　

嘉
実　

七
段
（
鮎
貝
）

２
位　

島
津　

紘
恵　

六
段
（
南
陽
）

３
位　

加
藤　

康
浩　

七
段
（
高
畠
）

４
位　

柳
沢　

馨　
　

五
段
（
米
沢
）

５
位　

本
田　

正
義　

五
段
（
南
陽
）

■
Ｂ
ク
ラ
ス

１
位　

大
橋　

伸
一　

二
段
（
長
井
）

２
位　

高
山　

正
宏　

三
段
（
白
鷹
）

３
位　

佐
藤　

栄
朔　

三
段
（
長
井
）

４
位　

村
上　

辰
雄　

三
段
（
白
鷹
）

５
位　

竹
田　

嘉
正　

四
段
（
白
鷹
）

　
　 第

26
期
白
鷹
囲
碁
本
因
坊
戦

３
月
13
日
／
荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
位　

Ｔ
・
Ｓ
・
Ｃ

２
位　

あ
ら
と

３
位　

東
根
フ
レ
ン
ズ
匠

　
　
　

東
根
フ
レ
ン
ズ
極
み

第
27
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

３
月
６
日
／
荒
砥
小
学
校
体
育
館

■
一
般
の
部

１
位　

東
根
チ
ー
ム

２
位　

蚕
桑
チ
ー
ム

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子

１
位　

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ス
ポ
少

２
位　

白
鷹
西
バ
ス
ケ
ス
ポ
少

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子

１
位　

白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ス
ポ
少

２
位　

白
鷹
西
バ
ス
ケ
ス
ポ
少

　
　 第

36
回
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
６
日
／
白
鷹
中
学
校
体
育
館

各
種
大
会
等
の
結
果

　

２
月
26
日
、
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
行
わ

れ
た
山
形
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
式
に
お
い

て
、
白
鷹
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
白
鷹
剣

道
愛
真
会
（
代
表 

文
屋
正
道
氏
）
が
優
良
団

体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
昭
和
60
年
４
月
に
結
成
。
県
の
交

流
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
大
会
や
研
修
会

等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
団
員
の
競
技
力
及
び

指
導
者
の
資
質
向
上
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
る
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
町

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

白
鷹
町
剣
道
愛
真
会
が
優
良
団
体
を
受
賞
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新
年
度
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
だ　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

新
雪
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ら
の
目
輝
く　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

う
す
毛
に
も
未
来
明
る
し
新
薬
が　
　
　
　
武
蔵
野
市　

 

池
田　

武
子

古
い
物
新
た
に
冴
え
る
妻
の
勘　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

「
新
た
一
歩
」
高
齢
自
動
車
講
習
太
鼓
判  　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

米
の
字
と
抱
い
て
新
地
で
四
股
を
踏
む　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

新
入
生
背
広
姿
輝
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

「
新
」の
付
く
党
は
長
く
は
続
か
な
い　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

朝
一
番
め
く
る
新
聞
運
勢
欄　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

新
し
い
春
を
呼
び
込
む
宝
孫　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

新
人
に
負
け
た
王
者
の
胸
の
内　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

新
し
く
旅
立
つ
孫
に
朝
日
さ
す　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

新
緑
の
山
山
見
え
る
我
が
家
か
ら　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

学
校
統
合
早
一
年
新
学
期
交
通
安
全
良
く
守
り　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ

背
中
押
す
決
意
新
た
に
踏
み
出
す
娘　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

八
十
路
坂
夫
婦
で
越
え
る
新
た
年　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

暖
冬
で
新
緑
の
芽
も
顔
を
出
し　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

新
入
生
希
望
を
胸
に
登
校
す　
　
　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

新
聞
で
地
域
の
話
題
豊
な
り　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

新
し
い
家
族
に
出
会
い
目
出
た
い
な　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

巣
立
鳥
新
た
な
旅
に
親
ご
こ
ろ　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

地
元
で
生
産
新
米
の
う
ま
い
味　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

新
生
児
パ
パ
そ
っ
く
り
な
イ
ケ
メ
ン
似　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

新
品
が
出
れ
ば
増
え
て
く
ご
み
の
山　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

新
年
の
挨
拶
す
ん
だ
ら
も
う
桜　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

八
十
の
松
を
越
え
て
も
迎
え
来
ず
（
笑
い
）　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

新
婚
の
時
代
思
え
ば
離
婚
な
し　
　
　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

新
時
代
生
き
る
か
け
声
ド
ッ
コ
イ
シ
ョ　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

新
入
生
希
望
に
満
ち
る
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

新
生
児
ル
ビ
な
く
読
め
る
名
が
欲
し
い　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

新
し
く
荒
砥
橋
で
る
光
あ
れ　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

樋
口　

敏
子

海
の
底
新
幹
線
で
陸
続
き　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

新
学
期
瞳
輝
き
胸
を
張
り　
　
　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

古
い
よ
り
新
し
い
も
の
な
が
く
も
つ　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

新
築
を
建
て
て
嬉
し
い
我
家
な
り　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

友
人
と
香
り
た
の
し
み
新
茶
の
む　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

新
春
の
箱
根
路
競
う
若
き
男（
ひ
と
）　
　
　

  

十　

王　

守
谷　

勝
助

新
年
度
明
る
く
牛
歩
丙
申　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

頼
も
し
い
新
社
会
人
の
は
ば
た
き
だ　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 新 ―　　 

次回「結」四月二十五日まで。　「紅」五月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

大
相
撲
三
月
場
所

（
３
月
13
～
27
日
）

取組 星取 決まり手
２日目 ○ 押し出し
３日目 ● 押し出し
６日目 ○ 突き出し
８日目 ● 押し出し
10日目 ● 寄り切り
11日目 ○ 押し倒し
14日目 ○ 寄り倒し

東幕下４枚目　４勝３敗

白
は く

鷹
よ う

山
ざ ん

情報
４
場
所
連
続
の
勝
ち
越
し

　
十
両
昇
進
に
向
け
好
調
続
く
！

　平成 16 年に発足し、まもなく 13 年目を迎えるボラン

ティア任意団体「ちょぼらの会」。発足時から社会福祉

の分野と介護保険法などの法律や制度では支えられない

すき間の部分を、有償ボランティアでカバーする目的で

事業を展開しています。

スタッフを募集しています。

　ボランティア任意団体「ちょぼらの会」

■サービス内容（平成 28 年３月現在）
《ちょぼらの家》
○介助型サービス「ちょぼらデイサービス」
○非介助型サービス
　「ひだまりサロン」
○生活支援
　「ちょぼら家事支援」

《委託事業》
○給食調理業務
　「施設における食事
　（昼食）調理業務」

　年齢・性別を問わず、どなたでも。賛助会員も

募集しています。詳しくはお問い合わせください。

問 ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）代表 平吹　隆

　 　　　　　　　　　　　　☎８５-６１８８

スタッ
フ

募集中
！

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
様
子
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○ 子どもの肥満

　文部科学省『学校保健統計調査』平成 27 年度速報値によると、山形県は肥満傾向児の割合が、調査対象全年齢

において全国平均を上回っています。子どもの肥満は大人になってからの肥満にもつながり、さらには生活習慣病

になる確率が高いことがわかっているため、早いうちから家族全体で生活習慣病予防に取組む必要があります。

　肥満傾向の子どもが増加する一方で、思春期にある

女子でやせ願望をもつ者の割合が全国的に増加してい

ます。ダイエットによる低栄養状態はこころの健康を

むしばむとともに骨量の減少や不妊、低出生体重児の

出生といった将来的な健康に影響します。

　低出生体重児の割合は全国的に増加しており、町で

も約１割程度の低出生体重児が生まれています。胎児

期の低栄養による発育不全は将来、生活習慣病になり

やすく、低出生体重児の増加には、妊娠前のやせ、妊

娠中の体重増加不良、喫煙・飲酒習慣、妊娠期の異常

（早産・妊娠高血圧症候群など）、若年・高齢出産など

が影響しています。特に白鷹町は母子健康手帳交付時

の調査で妊娠前の母親の喫煙率が 32.1％と高いこと

がわかっています。また、低出生体重児は県内でも置

賜地区で多く、平成 26 年の保健所の調査の結果、「妊

娠前からやせている」「自宅から分娩場所までの移動

時間が長い」「低出生体重児の出産経験がある」といっ

た要因が関わっていることがわかりました。

　低出生体重児の一因となる早産の中でも、山形県で

は特に早い時期（妊娠 24 週まで）に出産する割合が

全国に比べて高い状況にあります。早産で生まれた子

どもは未熟なまま生まれてくることが多く、病気や障

　今回は、計画に基づいて実施する「元気いっぱい子どもの健康づくり」の今年度重点事業についてお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問  健康福祉課健康推進係　☎８６- ０２１０ 

がいが現れる可能性があります。

　そのため、健やかに胎児を育てるためには妊娠前か

ら飲酒・喫煙習慣を見直し健康的に過ごし、妊娠期に

も正しい知識のもとでバランスのとれた食事と十分な

睡眠や休養をとり、あわせて定期的に妊婦健診を受け

ることが大切です。

３．妊婦歯科健診事業　

　妊娠中は、つわりによる口の中の手入れ不足や妊娠に伴うホルモンの

変化でむし歯や歯周病が進行しやすくなります。妊娠中の歯周病は早産

や低出生体重児の一因となるため、その予防を目的としてマタニティク

ラスの中で歯科医師による無料歯科健診を行います。生まれてくる子ど

ものためにこの機会に家族みんなで歯の健康について考えましょう。

＊低出生体重児…出生体重 2500g 未満の児

１．子どもの健康づくり健診事業

　小学５年生と中学２年生を対象に、小児

科医療機関において、問診、身体計測、血

液検査を無料で実施し、からだの状態を調

べます。生活習慣病に関わる項目で基準値

を超えた場合には保健師、栄養士が生活習

慣病予防のために、家族で今何ができるか

情報提供して支援いたします。対象となる

方には６月頃にご案内いたしますので、こ

の機会にぜひ、受診ください。

２．妊婦健康診査事業『超音波検査』　

　妊婦健康診査で、早産を予防し、健やかな妊娠と安全な出産を迎える

ために必要な超音波検査（４回）を実施し、費用を助成します。併せて、

日頃の体調管理も十分に行いましょう。

拡  充

○ 早産と低出生体重児＊の増加

新  規

新  規

０
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出生数（人） 低出生体重児割合（％）

昭
和
60
年

平
成
８
年

平
成
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年

平
成
17
年

平
成
23
年

平
成
26
年

出生数に対する低出生体重児の割合
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　二次予防事業は、早期に介護予防に取り組むことで要介護状態となる事を予
防する介護予防事業です。対象者は要介護になる恐れが高い（介護予防が必要
な）方で、「基本チェックリスト」から選定します。事業の内容は、通所型と
訪問型があります。

● 平成 28 年度「二次予防事業対象者把握事業」を紹介します。

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」と
は

　

町
で
は
、
今
年
度
も
１
月
に
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

方
に
、
検
診
世
帯
調
査
票
と
一
緒
に

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
配
布

し
、回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
、
生

活
全
般
、
運
動
、
栄
養
、
口
腔
、
閉

じ
こ
も
り
、
物
忘
れ
、
う
つ
の
項
目

に
分
か
れ
、
全
25
項
目
の
質
問
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

を
も
と
に
運
動
、
口
腔
、
栄
養
、
閉

じ
こ
も
り
、
物
忘
れ
、
う
つ
の
項
目

で
点
数
の
高
い
方
を
要
介
護
に
な
る

恐
れ
が
高
い（
介
護
予
防
が
必
要
な
）

方
と
判
断
し
、
介
護
予
防
事
業
へ
の

参
加
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

通
所
型
介
護
予
防
事
業
「
元
気

　

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
の
ご
案
内

　
「
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
は
、

町
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
の
た
め

の
運
動
教
室
で
す
。
３
か
月
間
集
中

的
に
介
護
予
防
運
動
等
を
行
い
ま

す
。「
元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
の

対
象
と
な
る
方
は
、
１
月
に
回
答
い

た
だ
い
た「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

の
運
動
の
５
項
目
中
３
つ
以
上
〇
の

つ
い
た
方
に
ご
案
内
し
ま
す
。ま
た
、

口
腔
の
３
項
目
中
２
つ
以
上
〇
の
つ

い
た
方
に
口
腔
教
室
へ
の
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

平
成
28
年
度
「
元
気
は
つ
ら
つ
ク

ラ
ブ
」
は
３
か
月
間
を
１
ク
ー
ル
と

し
、
年
間
２
～
３
ク
ー
ル
開
催
予
定

で
す
。
今
年
度
対
象
と
な
る
方
へ
は

地
区
ご
と
に
順
次
ご
案
内
を
出
す
予

定
で
す
。
ご
案
内
が
届
い
た
方
は
、

ぜ
ひ
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
運
動
や
正
し
い
口
腔
ケ
ア

を
身
に
付
け
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

訪
問
型
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内

　

介
護
予
防
事
業
の
該
当
者
の
方
へ

家
庭
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
介
護

予
防
の
大
切
さ
を
一
緒
に
考
え
実
行

に
つ
な
げ
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【運動の項目】

① 階段を手すりや壁を伝わら
　　ずに昇っていますか

いいえ はい

② 椅子に座った状態から何も
　　つかまらずに立ち上がって
　　いますか

いいえ はい

③ 15 分位続けて歩いていま
　　すか

いいえ はい

④ この１年間に転んだことが　
　　ありますか

はい いいえ

⑤ 転倒に対する不安は大き　
　　いですか

はい いいえ

【口腔の項目】

① 半年前に比べて固いものが
　　食べにくくなりましたか

はい いいえ

② お茶や汁物等でむせること
　　がありますか

はい いいえ

③ 口の渇きが気になりますか はい いいえ

囲みの中で３つ以上に〇がつくと運動教室該当

囲みの中で２つ以上に〇がつくと口腔教室該当

チェックしてみよう！

広
告

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■  
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春
の
地
域
安
全
運
動
【
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
】

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容

3月 1日
香典 10,000　 元職員弔慰金

御祝 1,550　 愛菜館出荷組合通常総会

3月 3日 香典 10,000　 朝日町議会議長弔慰金

3月 7日

献花 15,000　 町議ご親族弔慰生花

贈答品 13,500　 当町の特産品 PR

贈答品 14,000　 当町の特産品 PR

3月 11日 御祝 3,000　
白鷹町種子生産組合通
常総会

3月 17日
香典 3,000　 職員ご親族弔慰金

香典 3,000　 職員ご親族弔慰金

町長交際費町長の主な動静 ３月 ３月
月　日 行　　事　　名

3月 1日
白鷹高等専修学校卒業証書授与式

議会運営委員会

3月 3日 荒砥高等学校卒業証書授与式

3月 8日 第 2 回白鷹町議会定例会 （本会議 ・初日）

3月 9日

議会運営委員会

第 2 回白鷹町議会定例会 （本会議・2 日目）

予算特別委員会

まちづくり複合施設等整備特別委員会

3月 10日 総務厚生常任委員会

3月 11日 産建文教常任委員会

3月 14日 予算特別委員会

3月 15日 予算特別委員会

3月 16日 白鷹中学校第 1回卒業証書授与式

3月 17日

議会運営委員会

全員協議会

第 2 回白鷹町議会定例会 （本会議・最終日）

3月 18日 置賜広域行政事務組合組合議会全員協議会

月　日 行　　事　　名
3月 18日 荒砥小学校卒業証書授与式

3月 19日 白鷹町土地開発公社解散報告会

3月 22日

農業委員辞令交付式

新規学卒就職者激励会及びフレッシャーズ
研修会

山形県ＬＰガス協会と県ＬＰガス協会西置賜支
部との災害時応援協定締結式

白鷹 ・朝日 ・大江広域観光推進協議会総会

3月 23日 白鷹町産業振興戦略会議

3月 24日 白鷹町武道館竣工式

3月 25日

西置賜行政組合議会定例会

白鷹町土地改良区通常総代会

白鷹町認定農業者連絡協議会総会

3月 26日
平成 27 年度白鷹人育成事業地域おこし協力
隊合同報告会

3月 29日
ふるさと名物応援宣言記者発表

長井市 ・白鷹町醸造用ぶどう栽培検討会

3月 31日
教育委員退職辞令交付式

退職者辞令交付式

支出日 区分 支出額（円） 内　　　容

3月 22日

御祝 3,000　
米沢牛振興部会白鷹支部
通常総会並びに牛魂祭

献花 15,000　 朝日町議会議長弔慰生花

御祝 1,200　
山形県紅花生産組合連
合会創立 50 周年記念
式典

3月 25日 御祝 3,000　
白鷹町認定農業者連絡
協議会通常総会

3月 28日 贈答品 18,900　 当町の特産品 PR

3月 29日 御祝 3,000　
白鷹町蔬菜園芸生産組
合通常総会

計 117,150　

千 
田  
健 

司　

様

　

３
月
２
日
、
千
田
健
司
様
よ
り
、
町
に

10
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
田
様
は
、
昭
和
47
年
10
月
に
山
形
ト

ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
、
昭
和

51
年
５
月
に
長
井
営
業
所
車
輌
課
に
配

属
。
そ
の
後
は
長
井
営
業
所
一
筋
に
勤
め

ら
れ
、
昨
年
４
月
に
県
内
で
は
３
人
目
と

な
る
累
計
販
売
３
千
台
を
達
成
し
、
今
年

１
月
の
「
殿
堂
入
り
表
彰
式
」（
名
古
屋

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
）
に
お
い
て
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。「
町
民

の
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
大
き
く
な

れ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
、
仕
事
が
で
き
る

限
り
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た

い
」
と
千
田
様
。
寄
付
い
た
だ
い
た
お
金

は
、
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　
　
　
　
　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所　
　
　
　

☎
85

－

２
０
４
６

春
の
地
域
安
全
運
動
【
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
】

白鷹西駐在所
高橋英樹  巡査長

白鷹東駐在所
小山幸治郎  警部補

　白鷹東駐在所に小山幸治郎警部補、白鷹

西駐在所に高橋英樹巡査長が新たに着任さ

れました。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

　前任者の、卯野隆警部補（白鷹東駐在所）

と和田将典巡査長（白鷹西駐在所）には、

大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。

  

平
成
28
年
度  

交
通
安
全｢

や
さ
し
さ
を
の
せ
て
走
ろ
う
山
形
路
」県
民
運
動
実
施

～
つ
け
っ
た
が
光
っ
て
知
ら
せ
る
は
ん
し
ゃ
ざ
い
～  【
４
月
１
日
か
ら
一
年
間
】

　

春
の
開
花
期
に
は
、
解
放
的

な
気
分
に
な
る
と
と
も
に
、
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
少
年
非

行
や
空
き
巣
な
ど
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
る
ほ
か
、
振
り
込
め
詐

欺
等
の
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法

事
犯
等
も
後
を
絶
た
な
い
状
況

で
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
犯

罪
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆運動の重点

１．少年非行の防止

２．空き巣等侵入盗の防止

３．自転車・オートバイなど乗り

　　物盗の防止

４．振り込め詐欺等の特殊詐欺、

　　悪質商法等の被害防止　　　　

５．子ども・女性を対象とした各

　　種犯罪の防止

● 

地
域
ぐ
る
み
で
、
登
下
校
の
子
ど
も
達
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策
》

▼ 

や
さ
し
さ
を
魅
せ
る
３
つ
の
行
動

１
．
横
断
者
を
見
か
け
た
ら
止
ま
っ
て
渡
ら 

　

せ
る
。　

「
わ
だ
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
思
い
や
り　
　
　

　
　
　

笑
顔
で
返
そ
う
「
あ
り
が
ど
さ
ま
～
」

２
．
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ

　

ー
ム
の
積
極
活
用

事
故
防
止
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
ね
ば
の
ー

３
．
黄
色
信
号
は
止
ま
れ 

お
っ
行
げ
る
そ
の
気
持
ち
こ
そ
事
故
の
も
と

　
　
　
　

 （
ご
当
地
標
語
優
秀
作
品
よ
り
）

《
歩
行
者
の
安
全
対
策
》

▼ 

道
路
を
横
断
す
る
際
は
、
①
横
断
前
②
横

　

断
中
の
２
度
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
し
っ
か
り
止
ま
っ
て　

は
っ
き
り
確
認
」

◆運動の重点

１．高齢者と子どもの交通事故防止

２．道路横断時・交差点における交通事故防止

３．ヘッドライトの早め点灯及びハイビームの

　  積極的活用

４．飲酒運転の撲滅

５．自転車利用時の交通事故防止

６．エコドライブの実践

　

白
鷹
町
防
犯
協
会
は
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

車
を
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
登

録
し
て
、
青
色
回
転
灯
を
点
灯

し
た
「
コ
ミ
セ
ン
青
パ
ト
」
で
、

下
校
時
間
帯
に
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

な
い
、
子
ど
も

達
の
安
全
を

見
守
っ
て
ま
す
。

 

「
知
ら
な
い
人
に

　
　

声
を
か
け
ら
れ
た
ら
…
」

 
 
 

つ
い
て

㋑
㋕
な
い

 
 
 

車
に

㋨
ら
な
い

 
 

㋔
お
声
を
あ
げ
る

 
 

㋜
ぐ
逃
げ
る

 
 
 

す
ぐ

㋛
ら
せ
る

 
 

イ
カ
の
お
す
し

子どもたちに
　　教えましょう！

広
告

まちのおまわりさん
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第
25
回
お
か
え
り
な
さ
い

　

コ
ン
サ
ー
ト　

み
ん
な
で
つ
く
る
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い
つ　

５
月
15
日
（
日
）

　

午
後
１
時
開
場
／
１
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ザ
）

▼
料
金　

前
売
券　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

６
０
０
円

▼
前
売
券
取
扱
所　

花
専
科
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
タ
カ
ノ
、
白
鷹
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
薫
風
の
家

▼
主
催　

お
か
え
り
な
さ
い
コ
ン

サ
ー
ト
実
行
委
員
会

▼
出
演　

い
ち
よ
・
き
よ
・
や

ぎ
り
ん
バ
ン
ド
【
特
別
ゲ
ス
ト
】、

ハ
ン
ド
ベ
ル
友
の
会
さ
く
ら
、
白

鷹
陽
光
学
園
、
こ
ぶ
し
一
座
、
白

鷹
う
た
う
会
、
ノ
ー
サ
イ
ド

▼
そ
の
他　

福
祉
事
業
所
の
バ
ザ

ー
が
あ
り
ま
す
。
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

工
藤

☎
85

－

４
２
８
８

［
Ｆ
Ａ
Ｘ
］
87

－

０
１
３
４

　

第
５
回
水
仙
ま
つ
り

▼
い
つ　

４
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
駅
前
公
民
館
北

側
駐
車
場
周
辺

▼
内
容　

・
満
開
の
黄
色
い
ジ
ュ
ー
タ
ン 

（
水
仙
）
を
観
て
い
た
だ
き
な
が  

　

ら
抹
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
、

　

つ
け
も
の
等
で
お
も
て
な
し

・
樋
口
正
美
さ
ん
（
鮎
貝
）
の
ギ

　

タ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
前
11
時
30
分
～
）

・
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
球
根
プ
レ
ゼ

　

ン
ト

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ー
ク
ル
水
仙

海
野　

☎
０
９
０

－

４
５
５
４

－

９
９
８
１

　
ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
所
在
地　

鮎
貝
７
４
９
１
番
地

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

Ａ
タ
イ
プ
２
棟（
2
階
建
て
約
70

坪
）

▼
使
用
料　

Ａ
タ
イ
プ　

月
額
５
万
８
６
２
０
円

▼
入
居
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、ま  

　

た
は
有
す
る
予
定
の
個
人
・
法
人

②
情
報
産
業
を
営
ん
で
い
る
方
、

　

ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
方

③
そ
の
他
の
業
種
で
起
業
、
新
分

　

野
へ
の
進
出
を
目
指
す
方

④
国
税
及
び
地
方
税
を
完
納
し
て

　

い
る
方

▼
経
費　

使
用
に
伴
う
経
費
は
実

費
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

提
出
書
類
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
施
設
の
利
用
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

☎
85

－

６
１
３
６

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

の
ご
案
内

「
古
典
さ
く
ら
を
見
な
が
ら
ウ
ォ  

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。」

▼
い
つ　

４
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

蚕
桑
駅

▼
コ
ー
ス　

約
８
キ
ロ
コ
ー
ス

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
軽
食
、
雨

具
等

▼
申
込
締
切　

４
月
18
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹
隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

▼
定
員
及
び
講
習
日
時

【
乙
種
第
４
類
】
定
員
80
人

　

５
月
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
丙
種
】
定
員
20
人

　

５
月
27
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
会
場　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
申
込
期
間　

４
月
18
日
（
月
）

～
５
月
18
日
（
水
）
ま
で

※
講
習
会
案
内
及
び
申
込
書
は
、

西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部
、
消

防
署
、
各
分
署
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。

催　

し

募　

集

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５- ２１１１

広
告

 

婚
活
応
援
室

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
で
は
、

「
婚
活
応
援
室
」
と
し
て
結
婚
相

談
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
４
月
の
開
催
日
】

４
月
20
日（
水
）午
後
４
時
～
８
時

【
５
月
の
開
催
日
】

５
月
18
日（
水
）午
後
４
時
～
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係 

　

☎
86

－

０
２
１
２
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■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課　

☎
88

－

１
７
９
７

山
形
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

▼
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成

29
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方▼
申
込
期
限　

５
月
16
日
（
月
）

▼
第
１
次
試
験　

６
月
５
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署

☎
84

－

０
１
１
０

　

お
き
た
ま
地
域
づ
く
り

　

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は

平
成
28
年
度
よ
り
、「
家
と
職
場
の

往
復
で
１
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

…
」、「
地
域
づ
く
り
に
興
味
は
あ

る
け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の
？
」、

「
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
き
た

け
ど
、
最
近
な
ん
か
疲
れ
て
き
た

な
ぁ
」
と
い
っ
た
方
へ
、
人
と
つ

な
が
る
面
白
さ
や
地
域
づ
く
り
の

楽
し
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
事
業

を
開
始
い
た
し
ま
す
。

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さ く らの保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

●測定限界　０．５３～０．８９Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/Kg
●期間　３月３日（木）～９日（水）

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援係   ☎８６-０２１２

保育園給食放射性物質検査結果

　　　山形県消費生活サポーター
　　　として活動してみませんか？

　「山形県消費生活サポーター」は、消費生活
センターと地域を結ぶパイプ役です。
　センターからの情報を身近な人や地域、団体
に伝え、地域の情報やニーズをセンターに提供
します。

▽  応募資格
　次の①～③の全てを満たす方
　①満20歳以上で県内在住の方
　②県が開催する研修会に参加できる方（6月
　　・10月頃）
　③消費生活や消費者問題に関心のある方
　 （※資格や経験は問いません。）

▽  委嘱期間　3年間

▽  活動内容　
　「消費生活に関心のある方」「消費生活の知識
のある方」「消費生活の活動をしている方」そ
れぞれの知識や経験にあわせて、自分に出来る
活動をお願いしています。
【活動例】
・地域のイベントや町内会の会議などの際に、
　センターニュースや消費者啓発パンフレット
　を配布する。
・身の回りで悪質商法の被害などが起こったら
　消費生活センターの相談窓口を知らせる。
・県内で行われる研修会や消費生活出前講座に
　参加する。

【問い合わせ】
町民生活相談センター（町民課くらし環境係）
☎85-6131
山形県くらし安心課（山形県消費生活センター）
☎023-630-3237

募集の
お知らせ

▼
活
動
期
間　

平
成
28
年
５
月
末

～
平
成
29
年
３
月
（
活
動
は
６
回

程
度
で
す
。）

▼
対
象　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
、
交

流
会
、
研
修
等
の
際
は
個
人
負
担

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
募
集
期
間　

４
月
28
日（
木
）ま

で▼
応
募
方
法　

本
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.okikou.
or.jp/

）
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
総
務
課
企
画
財
政
係　

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
１

　

裁
判
所
見
学
会
の
ご
案
内

▼
い
つ　

５
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
10
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
裁
判
所
米

沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
４

－

９

－

15
）

▼
内
容　

裁
判
手
続
説
明
、
裁
判

員
制
度
説
明
及
び
法
定
見
学
等

▼
定
員　

15
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５

※
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で　

　どりいむ農園では、「新鮮、安心、安全」をテーマに、
白鷹町産にこだわった農産物を販売し、白鷹町内はもと
より、町外から県外まで多くの方より「白鷹の野菜はお
いしい！」と大好評を頂いております。
　野菜、果物、山菜、漬物、惣菜、花など、あなたの自
信作を直売所で売ってみませんか？どりいむ農園では、
自慢の農産物を出品して頂ける生産者を募集しています。

農業生産者
大募集！

どりいむ農園
☎85-2922 （大滝、 大沼）

広
告
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▲撮影：阿部孝志《北海道壮瞥町洞爺湖》

TEL. 85-9071   FAX. 85-9072
E-mail.  shirataka@ayu-m.jp
URL.  http://www.ayu-m.jp/

vol.
79

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

５月までの休館日
4/18（月）・25（月）
5/2（月）・9（月）・16（月）・23（月）・30（月）

●
日
本
絶
対
風
景
写
真
展

関
連
事
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
い　

つ　

5
月
15
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
3
時

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
よ
び

文
化
伝
承
室

▼
講　

師　

石
川
薫
さ
ん

  （
隔
月
刊
「
風
景
写
真
」
編
集
長
） 

　

作
品
の
解
説
と
日
本
の
風
景
の

魅
力
、
そ
し
て
「
絶
対
風
景
と
は

な
に
か
」
に
つ
い
て
、
大
い
に

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
い　

つ　

4
月
20
日
（
水
）

　

〜
6
月
16
日
（
木
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
ど
こ
で　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
観
覧
料　

一
般
個
人
5
0
0
円  

　
　
　
　

 　

高
校
生　

 

2
0
0
円

　
　
　
　
　

 

中
学
生
以
下　

無
料

▼
主　

催　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▼
企　

画　

㈱
風
景
写
真
出
版

　

最
大
２×

５
メ
ー
ト
ル
の
巨
大

パ
ネ
ル
に
よ
り
、〝
風
景
が
見
せ
る

最
高
の
表
情
〞
を
、
鮮
や
か
に
切

り
取
っ
た
日
本
の
絶
景
。
あ
た
か

も
、
そ
の
場
、
そ
の
瞬
間
に
出
逢

え
た
よ
う
な
感
動
を
味
わ
っ
て
い

●
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団

　
　
平
成
28
年
度
　
団
員
募
集

◀
前
年
度
の
活
動
の
様
子

▼
い　

つ　
　

通
年
（
月
2
回
）

▼
参
加
料　
　

月
1
5
0
0
円

▼
募
集
期
間　

4
月
30
日
ま
で

　

た
だ
し
、
定
員
（
約
10
名
）
に
達

　

し
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み　

あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
対
象
学
年　

小
学
2
〜
6
年
生

　

ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
は
、
ア
ー
ト

（
美
術
・
芸
術
）
を
通
じ
て
歓
び
や

楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
共
に
、
協

調
性
や
創
造
性
な
ど
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
ア
ー
ト
版
を
目
指
し
た
教
室

で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
見
学
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

・
割
り
箸
工
作（
右
上
）

・
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー （
左
上
）

・
う
た
っ
て
ダ
ン
ス
し
て
影
絵
を
創
る（
下
）　　

た
だ
け
る
展
覧
会
で
す
。

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.4

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」 

事
務
局(

白
鷹
町
武
道
館
内) 

 

 
 
 
 
 
 

℡
８
７
―
８
９
８
８ 

◎
ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室 

 

ヨ
ガ
は
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
運
動
経
験
が
な
い
方
で
も
始
め

や
す
く
、
続
け
や
す
い
。 

▼
い
つ 

４
月
25
日
（
月
） 

「
ア
ロ
マ
ヨ
ガ
」 

 

指
導
者 

秋
葉 

裕
子 

▼
い
つ 

５
月
９
日
（
月
） 

「
楽
ト
レ
で
姿
勢
改
善
」 

 

指
導
者 

今
野 

陽
介 

 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

 
 

 

東
陽
ホ
ー
ル 

クラブマスコット 

キャラクター 

ろっくん 

 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
事
務
局 

 
 

移
転
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

４
月
よ
り
、
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
事

務
局
が
移
転
い
た
し
ま
し
た
。 

旧
：
教
育
委
員
会
内 

新
：
白
鷹
町
武
道
館
内 

（
白
鷹
中
学
校
の
隣
り
で
す
） 

 

入
会
手
続
き
な
ど
も
事
務

局
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

☆
28
年
度
教
室
ス
タ
ー
ト
！ 
 

今
月
の
入
会
で
手
数
料
サ
ー

ビ
ス
！
体
験
見
学
大
歓
迎
♪ 

 

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室 

   

毎
週
金
曜 

・
昼
コ
ー
ス 

午
後
２
時
～ 

・
夜
コ
ー
ス 

午
後
７
時
30
分
～ 

  
 

 

中
央
公
民
館 

◎
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

「
初
心
者
コ
ー
ス
」 

 
 

第
１
・
２
・
３
木
曜 

   

午
後
６
時
30
分
～ 

      

中
央
公
民
館
大
会
議
室 

「
中
級
以
上
」 

  

毎
週
木
曜 

 
   

午
後
７
時
30
分
～ 

 
 

 

中
央
公
民
館   

   

（
第
４
木
曜
は
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

◎
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

午
後
７
時
30
分
～ 

 
 

 

第
１
・
３
水
曜 

サ
ッ
カ
ー 

 
 

 

紬
パ
ー
ク 

 
 

第
２
・
４
水
曜 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

 
 

 

白
鷹
中
学
校
体
育
館  

 
  

 

◎
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ 

  

毎
週
月
・
水
曜 

 
 

午
後
６
時
30
分
～ 

  
 

 

荒
砥
小
学
校
グ
ラ
ン
ド 

     

（
４
月
か
ら
グ
ラ
ン
ド
で
の
活
動
に
な
り
ま
し
た
） 

◎
キ
ッ
ズ
・ 

 

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー 

   

毎
週
月
曜 

午
後
６
時
30
分
～ 

  
 

 

東
陽
グ
ラ
ン
ド 

   
（
雨
天
時
：
東
根
小
体
育
館
） 

◎
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾 

   

毎
週
火
曜  

午
前
10
時
～ 

  
 

 

中
央
公
民
館
い
こ
い
の
間 
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

住所 父母の名 子の名

鮎　貝 高橋
重和 乃

の

　々
の

愛子

高　玉 金田
学 賢

けん

　優
ゆう

紘子

高　玉 菅原
岬 華

はな

梓

萩野 山口
純 瑛

えい

　大
た

綾香

よつばこども園

表紙の写真
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★広報しらたかは再生紙を使用しています。

N
o
.1

1
8
2

2016-4-12
広
報
し
ら
た
か

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課
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